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大管長会メッセージ

祈 リ

大 管 長

ス ベ ンサ ー ・W・ キ ン ホ'一 ル

聖 書の中に のような諌 があります・「子
をその行 くべ き道に従 って教えよ， そう

すれば年老いて も，それを離れることがない。」
た

(箴 言22：6)ま た，「矯めるな ら若木の う

ち」 というこ とわざもあります。確かに，若

い うちに思い と行 ないの点において正 しい習

慣 を身につけるならば，落 とし穴は避けるこ

とができ，偉大な，力強い世代が育つに違い

あ りません。

なぜ私たちは祈るのでしょうか

私 たちは天父の息子，娘 です。 したがって

私たちは 自分が受けているすべての もの

食物 も衣服も健康 も，生命その もの も，また

視覚や聴覚，声，よ り高い ものを目指す能力，

さらには頭脳 さえもすべて天父に依存 してい

ます。

それに もかかわ らず，祈 りを怠っている人

が大勢います。私たちはすべて を御存 じであ

る天父か ら，祈 るようにと命 じられています。

「あなたがたの うち
，知恵に不足している者

があれば， その人は， とがめもせずに惜 しみ

な くすべての人に与える神に，願い求めるが

よい。そうすれば，与 えられるであ ろ う。」

(ヤ コブ1二5)

十代 は じめのひとりの若者がいました。彼

は知恵に不 足していましたが，正直で信仰の

篤い若者で した。 この若者の祈 りが閉ざされ

ていた天 を開 き，混乱 していた世 界に真理の

探究の道 を大 きく広げたのです。その 日，あ

りふれたただの森が聖別され，栄光に包まれ

たので した。森の木々も土 も清め られて，聖

なる場所 となったのです。

主は私たちに次のような厳粛な戒め を与え

ておられます。「祈るべ き時にわが前に祈 りを
さば

なす ことを守 らざる者は，わが民を審 く者の

前に覚えらるべし。」(教 義 と聖約68：33)「 ま

た両親はその子供 たちに祈 るこ とと，主の前
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に正 しく歩むこ ととを教 えざるべからず。」(教

義 と聖約68：28)「 われ汝に再 び命す。汝心の

中にても祈 りまた声を出しても祈るべ し。然

り，人々の前にても祈 りまたひそかにても祈

り，公にても祈 りまた陰にても祈 るべ し。」(教

義 と聖約19：28)

いつ祈ればよいでしょうか

いつ も祈 りなさい， とい うのか その答えで

す。 もっと具体的に言 うと，家族 そろってか，
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そ うでなけれはできるだけ大勢か集 まって家

族の祈 りを捧けるように と勧め られています。

家族の祈 りは長々 とする必要はあ りません。

子供か小さい場合は特にそうです。 また，祈

りは，小さい子供 も含めて家族の全 員か川貞番

にします。

私たちはこれまでに受けた祝福に対 して感

謝の気持ちを表わすこ とか大切 です。全世 界

で進め られている伝道活動 について も祈ると

よいでしょう。幼 いうちか ら宣教師のために

祈る子供は，将来きっと立派な宣教師になる

で しょう。私たちはまた理解力や知恵や判断

力を求めて祈 ることかで きます。愛す る人や

病 人，困っている人のために も祈ることかで

きます。 また，挫折 した人や悲嘆に暮れてい

る人， 罪に汚れた人のために祈 ることもでき

ます。今述べてきたような祈 りは大部分か一

般的なことですか，私たちの個人の祈 りは も

っと具体的です。そして，これは少な くとも

ふたつの種類に分けられるでしょう。ひとつ

は，定期的にひざますいて祈 る正式な祈 りで

す。この祈 りでは，ほかの時と比べて一層親

しく主に語 りかけます。家族の祈 りと同じこ

とを祈 ることもあ りますか， 多くの場合は も

っと急 を要する事柄について祈 ります。私 た

ちの心の奥底 にある思 いを打 ち明け， 自己の

弱点を認め るのです。また弱点を克服で きる

ように助け を願い，神の教 えに背いたことや

悪い思いを抱 いたことを赦 して下さるように

求め ます。私たちは祈 りの中で身 も霊 も明ら

かにするのです。

長い間敵を持った り， 自分か祈っている人

を憎み続け られる人かいるで しょうか。 もし

その ような人かいたら，その人は一切 の見せ

かけや仮面を捨て去らなければな りません。

そして，虚飾や偽 りのないあ りのままの姿で

創造主の前に立つのてす。

もうひとつはそれほ ど堅苦 しくない個人の

祈 りです。私たちはいつ も心の中で，最善 を

尽 くせ るように， よく思われるように，学ん

た事柄 を覚 えていられるように と祈 ることか



できます。話 をする時 も，歩いていて も，車

を運転 していて も祈 ることはできます。友達

や 自分を快 く思っていない人のことで祈 るこ

ともで きます。私 たちはまた知恵や判断力 を

求めて祈 った り，危険な場所にいる時は守 り

を，誘惑にあった時は打 ち勝つ強さを求めて

祈ることができます。言葉によっても心の思

いでも，声に出しても無言の うちにも， いつ

で も祈ることができるのです。心 の中で，あ

るいは言葉に出して正直に祈 る人は悪いこと

ができるはずがあ りません。

たいていの人は時折，重大な決定 をしなけ

ればな らない事態に出会 います。主はその決

断をする時のために道を備えて下 さい ました。

学校や職業の選択，住む場所，結婚相手など，

そのほか重大な問題がある時，私たちはその

問題 を解決するためにまず 自分にできること

をすべて行 なう必要があ ります。私たちはオ

リヴァ ・カウ ドリのように努 力もしないで答

えを求めていることがあまりにも多いのでは

ないでしょうか。主はオ リヴァ ・カウ ドリに

次のように言っておられます。

「見よ
，汝いまだ悟 らず。汝はひたすらわ

れに願い し時はこれを与 えらるるならん と思

えり。

され ど見 よ，われ汝に告 ぐ，汝心の中によ

く思い計 り，その後願 うこともし正 しからば

汝願わざるべか らず。願 うこ と正 しか らば，

その時われ汝の心を内に燃やさん。これによ

りて汝にその正 しきを感ぜ しむ。

され どもし願 うところ正 しか らずば，かか

る感な くして汝の心は次第に鈍 くな り……。」

(教義 と聖約9：7-9)

主 は私たちの祈 りに答えて下 さいます。 こ

れは真実です。しかし，時々，私たちの方が

敏感でないために， いつ， どのように して答

えが与え られているかわか らないこ とがあ り

ます。ある人々は 「壁に書 き記された文字」

や天使の語 る声，天か らの声のみ を求める傾

向があります。また， しばしば不合理なこと

を願 い求め ます。そこで，主はこのように言

ってお られ ます。「これらのことを軽んずるな

かれ。 また，求むべ きにあらざるもの を求む

ることなかれ。」(教 義 と聖約8：10)

信 仰 は行ないを伴わなければなりません。

主に知識を授けて下さるように願って も無駄

なように思えるかもしれ ませんが，主は，私

たちが知識 を得た り積極的に勉強 したりでき

るように， また明確な考え方や教わった事柄

を覚 えていられ るように助けて下 さいます。

しか し， スピー ド違反をしていたり，体に有

害なものを摂取 していながら，主の加護 を求

めるのは愚かなことです。 自分 で何の努力 も

しないで物質的な事柄 を求め られ るはずがあ

りません。行ないの伴 わない信仰はむなしい

ものだか らです。(ヤ コブ2：20参 照)

まれに しか祈 りをしていない人は，なぜ も

っと定期的に， またもっと頻繁 に， そして熱

心に祈 らないので しょうか。それほど時間が

惜 しいのでしょうか。それほど人生は短いので

しょうか。それほど信仰が弱いので しょうか。

あなたはどのように祈 っていますか

取税人の ようにですか， それ とも尊大な役

人のようにで しょうか。(ル カ18：11-13参

照)

あ なたは個 人でひそかに祈 る時，主の前に

自分のすべてを明 らかにしていますか。凝っ

た洋服 をまとって， 自分の徳が見えに くいよ

うにはしていませんか。あなたは自分の良 さ

ばか り強調 して，犯 した罪を毛布で覆い隠し

てはいませんか。憐れみ深い天父に慈悲を請

うているでしょうか。

あなたは祈 りの答 えを得てい ますか

代価 を払わなければ答えは得 られ ません。

あなたは決 まりきった言葉 を並べ立ててはい

ませ んか。親 しく主に語 りかけているでしょ

うか。祈 るべ き時にいつ も祈 るようにしてい

るで しょうか。
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主は私たちの祈リに答えて一トさいます。こ

れは真実てす。しかし，時々，私たちの方か

敏感てないために，いつ，とのようにして答

えか与えられているかわからないことかあり

ます。ある人々は 「壁に書き記された文字」

や天使の語る声，天からの声のみを求める傾

向かあります。
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祈る時に耳 も傾けていますか。

救い主は言っておられます。「見よ，わた し

は戸の外に立って，たたいている。たれで も

わた しの声 を聞いて戸 をあけるなら，わた し

はその中にはいって彼 と食を共に し，彼 もま

たわたしと食 を共にするであろう。」(黙 示3

：20)

この 約束はすべての人に与 えられています。

いささかの分け隔ても偏 りもあ りません。 し

か し，主は大 きな音 を立てて戸 をたた くとは

約束 しておられません。主は戸の前に立って，

こつ こつ とたたいておられ ます。しか し，私

たちか耳を傾 けなけれは，主は私 たち と食を

共にされることも，祈 りに答えて下 さるこ と

もないで しょう。あなたは どのように耳 を傾

け，理解 し，判断すればよいか御存 じですか。

主はいつもたたいておられます。主は決 して

戸 をたた くのをおやめにな りません。けれど

もまた，私たちに強いることも決 してな さい

ません。もし私たちか離れることかあるとす

れば，離れたのは私たちであって，主てはな

いのです。祈 りの答えか得 られない としたら，

自分の生活 を調へて原因を見つけ る必要かあ

ります。当然していなければならないことを

していなかったり， してはならないことをし

ていた りという場合かあるものです。 目や月

の働 きを鈍 らせ ているのです。

ある時，ひとりの若者か らこの ような質問

を受けました。「僕は時々天父をとても近 くに

感 じます。そして， とて も快い霊的な力を感

じるのですか，なぜ いつ もそのようになれな

いのでしょうか」と。それに対 して私は，「答

えはあなたの側 にあって主にはあ りません。

なぜなら主はいつ も戸 をたたいて，中に入っ

てこようとされているからです」 と答えまし

た。

主に受け入れられているという平安 な気持

ちを感 しられない人は， それを取 り戻 し維持

できるように，あ らゆる努力を払って下 さい。

あなたは耳を傾けてい ますか。聞こえますか。

見えますか。感 じることかできますか。ニー



ファイの兄たちのような状態になったことは

あ りませんか。ニーファイは兄たちにこのよ

うに言っています。「あなたたちはその御声を

時々聞いている。……(し か し)あ なたたち

はなんらの感 じもなかったのでその御声 を感

ずるこ とができなか った。」(1ニ ーファイ17

：45)

私 た ちは主か ら離れると，俗世の霧 に次第

に包まれ始め ます。 これは， イギ リス海峡 を

泳いで渡 る人が全身に塗 るグ リー スに似てい

るか もしれ ません。 グリースで毛穴 をふ さぎ，

皮膚 を覆うこ とによって，海水の冷たさを感

じに くくす るのです。 しか し，私 たちが その

覆いを取 り除いて素顔でへ りくだ り.，生活 を

清めて心か ら嘆願す るならば，祈 りは答えら

れます。私たちもペテロ と同 じ状態に到達 し，

同 じように 「世にある欲のために滅びること

を免れ，神の性質にあずかる者 となる」 こと

ができるのです。(IIペ テ ロ1：4，9参 照)

感 謝 をしていますか。 それともお願いす る

ばか りですか

あなたは路傍の らい病 人のよ うではあ りま

せんか。(ル カ17：12-13参 照)

人前で祈 る時，私 たちはパ リサイ人や偽善

者たちのように祈ってはな りませ ん。彼らは

人に見せようとして，会堂や通 りの角に立っ

て祈ることを好み ました。(マ タイ6：5参

照)

私 たちは皆，主に大 きな恩義 を被 っていま

す。私たちの中にはだれひとりとして完全の

域に到達 している人はいませ んし，過ちのな

い人 もいませ ん。 したがって祈 りは，純潔や

安息 日を聖 く保つ こと，什分の一，知恵の言

葉，集会への出席，『日の光栄の結婚 と同 じよ

うに，すべての人に求め られてい るものです。

他の戒め と同様に，祈 りは主の戒めなのです。

計 り知れない負債 を少 しで も返済 しようと

いう気持ちのある人は，実は私 たちの 多くが

そうなのですが， イノスの経験を覚 えてお く

ことが是非とも必要です。良家の子 息の 多く

が そうであるように，イノス も邪道に迷いま

した。彼の罪がどの程度のものであったか私

にはわか りませ んが，嘆かわ しい ものであっ

たことは確かです。イノスはこのように記し

ています。「さて，私は自分の罪を赦 されよう

として，一心不乱に神の御前に祈ったことに

ついてあなたたちに話 をしよう。」生 き生 きと

表現 されていて，彼の言葉が印象的です。

「ごらん，私は獣を狩ろうとして森へ行っ

たが，」一頭 もしとめられず， まだ足を踏み入

れたことのない道をさ迷っていました。イノ

スは手を伸ばし，扉をたたいて，罪の赦 しを

請い求め ました。そして，新たに生 まれ よう

としたのです。荒涼 とした原野の向こうに美

しい平野が見えてきました。イノスは 自己を

見つめ ました。彼はこれまで雑草の中で暮ら

してきたのです。そして，やっ と今，水に潤

う地 を見いだしたので した。イノスは次のよ

うに続けています。

「私の父が永遠の生命 と聖徒の幸福につい

て教 えた言葉 を度々聞いたのが私の心に深 く

しみ こんだ。」

思 い出にはつ らいことも楽 しいこ ともあ り

ました。 しかし今，イノスは父親が描いてい

た絵に魂 を呼び覚 され，心を励 まされたので

す。思い出が彼のい「とわしい過去の扉 を開い

たのでした。イノスは堕落 した生活を再び体

験す ることに心の底か ら不快 を感 じ，正 しい

生活をしたい と心か ら望みました。イノスは

新たなる者 となる道 を歩んでいたのです。そ

れは苦 しくも報いある道で した。

「そこで私は自分の心が飢えるのを覚えて」

イ ノスの心は悔い改めの気持ちでいっぱい

にな りました。イノスは過去の罪を悔 いまし

た。そして，以前の罪の体を葬 り去 り，新た

に信仰の人，清い人に生 まれ変わ りたい と切

望 しました。

「私の造 り主の御前にひ ざまずき
， 自分の

身 と霊のために一心 こめて祈 りかつ願った。」

イノスは今や，罪のある人は救 われないこ

とと， どんな不潔なもの も神の王国に入るこ
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とができないこと，罪か ら清め られ， 汚れが

取 り除かれて新 しい肉が傷跡 を覆 うようにな

らなければならないことを悟 りました。新た

に生まれた人として心 を清め，改心 しなけれ

ばならないことを悟ったのです。 そして，心

を完全に入れ変えるこ とが並大抵ではないこ

とを知ったので した。イノスはこう記してい

ます。

「私は本当に一 日中神に祈 り」

これは気 まぐれな祈 りで もなければ，決 ま

りきった祈 りでもありません。また， ただの

一時的な哀願で もありません
。それこそ1秒

が1分 に，1分 が1時 間に とい うように，時

間の絶え間な く 「1日 中」祈 る姿がそこにあ

ったのです。 しか し， 日が沈んでもまだ心に

安 らぎは得 られませ んで した。当然のことな

が ら，悔 い改めはただ悔いればよい というも

のではあ りませんし，赦 しも代価 を払わずに

得 られる贈 り物ではないからです。イノスに

は，贈い主 と親 しく交わ り，贈 い主か らよし

とされることが大切 であ り，その固い決意が

彼 をこれ程までにさせたのでした。

「夜になって もまだ私の声が天に とどくほ

ど大きな声で祈った。」(イ ノス2-4)

この ような嘆願 を贈い主が聞かれない とい

うことがあるで しょうか。このイノスのよ う

に，一途な心で願 い求めたことのある人はい

るでしょうか。重大な罪の有無に関係な く，何

時間も祈 り続けた経験のある人はいますか。

5時 間祈 ったことのある人は何人いるで しょ

うか。1時 間，30分 ，10分 で はどうでしょう

か。あなたの生活に過 ちがある時に，あなた

は主のみ前に一心不乱に祈 りましたか。寂 し

さだけのあなた自身の奥深い森に行 って きま

したか。 どれだけ心が飢えるのを覚 えました

か。あなたの必要 としていることがどれだけ

深 く心に刻み込 まれたで しょうか。身 じろぎ

ひとつせずに造 り主のみ前にひざまついたの

はいつですか。あなた自身の身と霊のために

何 を祈 りましたか。主の承認を請 うて どれだ

け祈 りましたか。一 日中ですか。夕やみが迫
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る頃になっても， まだあなたは一心こめて大

きな声で祈 りましたか。それ とも決ま りきっ

た言葉 を言っただけで終えたで しょうか。

心の中であえぎなが らも一心 に哀願 し，真

心か ら誓約す るならば，イノスの ように主 な

る神のみ声が あなたの心に聞こえて くるこ と

でしょう。イノスはこのように言われました。

「イノスよ
，汝の罪はすでに許 されたれば汝

は祝福 を受 くべ し。」(イ ノス5)

あな たは祈 りの答えを得 ないのは，その答

えを理解 しないためだとは思いませ んか。あ

る人々は祈 りの答えを騒音の ように， また別

の人々は雷鳴のように感 じます。それに引き

換え，神のみ声を耳にし，理解 して，神 に親

しくまみえる人々もいるのです。

私たちはひとりで神に祈 る時，一切の見せ

かけや ごまか し，偽善，ごう慢な心 を捨て去

らなければな りません。

神に近づ き，新たなる者 となるためには祈

りが必要です。

また，私たちは祈 りを捧げる時， いつ も自

分が不十分 で力の限界があ り，知恵に不足 し

ていること，何もか も主に依存 していること

を思い出 しましょう。子供 と同様に，私 たち

は自分に とって何が最善か， また好都合 であ

るかを必ずしも知っているわけではないので

す。ですか ら， いつ も 「み こころが行なわれ

ますように」 と祈 らなければな りませ ん。教

会の指導者に助言 を求めたくなければ， それ

を無視すればよいでしょう。また主に祝福 を

求めた くなければ，答えに耳を傾 けなければ

よいかもしれません。

しか し，私たちは，そのような人にな りた

くないはずです。そこでいつ もこう祈 ります。

「主よ
，あなたのみこころが行なわれますよ

うに。慈悲深い父なる神様，あなたが一番よ

く御存 じです。私は感謝 してお受け します。」



家庭 と教会 における

指導者への提案

なぜ委任でさ：ないのか

ウ イ リ ァ ム ・G・ タ.イ ヤ ー

醗灘

踊

懸
総

才旨 導の原則の中で・委任の原貯 まど大きな

誤解 を受けているものはないと思 う。ひ

とりでたくさんの責任を抱えている指導者に

ついて，よく次のような言葉 を耳にする。「彼

はもっと委任すべ きだ。」「なぜ彼女は委任の

仕 方を学ばないのだろう。」 しかし，そう言う

人にか ぎって，委任 とは他の人に責任 を譲 り

渡すことであ り，それによって直ちにその責

任か ら解放 されることだと考えている。

優れた指導者は，委任 したか らといって必

ず しも自由な時間が増えるものではない とい

うことを心得ている。長い 目で見れば，効果

的な委任によって指導者が他の物事にかける

時間が 多くなることも事実である。 しか し当

初は以前よ りも多くの時間を費や さなければ

ならないこともある。

簡単 な割 り当て(ア サイメント)，企画 を伴 う

害1」り当て(プ ロジェク ト)，召 しに伴 う責任

委任 という道：具 を厄介者扱いせずに，十分

使いこなすにはどうすればよいだろ うか。 ま

ず大切なことは， これか ら委任 しようとする

責任の内容 を十分に把握するこ とである。

1.簡 単な割 り当て(ア サイメン ト)

割 り当ては，わか りやす く具体的に，一度

にひとつすつ与えるのが.普通である。話，レ

ッスンの提示，使 い走 りなどを頼むのがその

例 である。ある朝，私の16歳 の息子がバ スケ

ッ トボールの早朝練習に行 くので，車で送っ

て くれる人が必要になった。私は年上の息子

に，私の代わ りにこの責任 を果たして くれる

か どうか尋ねた。これは割 リ当て を与えるこ

とであ り，単一の活動 を.委任することである。

その結果，私の仕事が楽になった。
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通常この ようにして割 り当て られることは

1回 限 りの責任が多く，そのためなかなか新

しい技能 を伸ばす とい うところまでいかない。

しかし，新 しい分野に関心を持ち，訓練 を積

み才能 を伸ば してい く切 っ掛けにはなる。

2.企 画を伴 う害1」り当て(プ ロジェク ト)

プロジェク トは， もっ と大きく複雑 な責任

が組み合わされてお り， そのためにさらに高

度な技能が要求 される。 しかし，割 り当ての

場合 と同 じように，継続 しては与 えられない。

例えば，監督が大祭司グループ リーダーに

ワー ド部の食事会の準備 を委任 した。この中

には， 食事，テーブル，装飾，給仕，プログ

ラムな どを準備す る責任が含まれている。そ

こでグループリー ダーは，それらの具体的な

責任 を多 くの人々に割 り当てた。

両親は状 況の許す 限 り，子供 た ちにプロ

ジェク ト全体にかかわる責任 を与えるべ きで

ある。例 えば，家庭の夕べの活動 を計画す る，

週一回の買物 をす る，一週間の献立を作る，

食糧貯蔵 の見積 りをす る， な ど仕 事の計 画

をすべて子供に任せるのである。「布団を敷き

なさい」，「これ をお隣に返 してきて下 さい」，

「上着 を片付けなさい」
，「ゴ ミを捨てて きて

下 さい」， 「皿を洗いなさい」 といったような

小さなことばか りを子供に割 り当てることの

ないようにする。

正しく委任 されたプロジェク トは，責任を

与えられた人にとって大 きな成長の機会 とな

る。プロジェク ト全体を委任することを恐れ

て小さな割 り当て しか しないのは愚かな指導

者や両親のすることである。
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3.召 しに伴 う責任

召 しに伴 う責任は，いろいろな活動が無限

に続 き，割 り当てやプロジェクトのように一

回限りでその責任か ら解かれる とい うことは

ない。

委任された責任は，特別 な地位や 召しの一

部になる。例 えば，ステーキ部長は，福祉農

場の活動 をある高等評議員に委任 し，独身成

人プログラムを他の高等評議員に委任 し， さ

らに若い男性 と若い女性のプログラムや教師

養成，スポーツ，その他のプログラムをそれ

ぞれ高等評議員に委任する。

そのほか責任分野が特定の召 しや地位に関

係のない ものでも，必要に応 じて委任す る場

合がある。父親が長男に家族の車 を常 に整備

してお く責任を与える。十代の娘に毎朝家族

の聖典勉強と祈 りがで きるように家族 を起こ

す責任 を与 える。これ らはその よい例 である。

掃除の範囲を家族で分担 し， それぞれが受け

持った場所 をきれいに している家庭 もある。

自分の責任を引き受けた人は， それが学び，

成長す るよい機会 となり， また，指導者や両

親の負担 を軽 くすることになるのである。 し

か し，最初の うちは指導 と訓練 を授ける時間

の方が，指導者自身でその責任 を果たす時間

よ りも多くなるか もしれない。

委任する理 由としない理 由

指導者が責任を委任する理由 として，次の

ふたつが考えられ る。(1)その責任を果たすだ

けの時間，技能，あるいは何 らかの援助手段

が不足 している。(2)責任や活動 を行な うこと

によって， 人が成長す ることを期待する。

反対に， 多 くの指導者が委任 しようとしな

い理由 として以下のことが考えられる。



(1).望 む ように責任 を果たして くれるという

信頼感が ない。

(2).責 任 を果たす方法 を教 えるよ りも， 自分

で行 なった方が早い。

(3).責 任 を委任 して， それが正 しい方法で定

め られた期限までに行なわれない と，仕事

が進 まない。

(4).委 任 した相手か ら質問を受けたり，不平

を言われた りすると，かえって多 くの問題

が生 じる。

障害 を取 り除 いて効果的に委任す る

しか し， これ らの障害は克服で きる。以下

の提案 を役立てていただきたい。

1.や りがいのある害1」り当てを与える

指導者の中には，むずか しい作業や退屈 な

責任，あるいはお もしろくない活動ばか りを

委任 して，楽な責任ばか りを自分で行な う人

がいる。これでは委任 を受けた人が何 ら際立

った成長や進歩を遂げられないばか りか，時

には怒 りや反感を買 うことに もな りかねない。

家庭の夕べ の後の皿洗いばか りを子供に させ，

レッスンを教 えた り，活動 を選んだ り， リフ

レッシュメン トを考えた りす る機会 を与えな

ければ，子供は当然不愉快 になるであろう。

教会や家族における賢明な指導者 ならば，委

任 した事柄 を定期的にチェックし，割 り当て

を受けた人がその責任をどのように感 じてい

るか確かめ るはずである。

2.期 待を明確 にする

他の人に仕事 を任せて も，任せ た人にある

程度の責任がある。母親は買物の責任 を娘に

委任す ることができる。 しか し，家族の魚事

や栄養につ いての責任は，た とえその娘が上

手な買物 をしなかったとしても，依然 として

母親にある。そこで母親は自分がほしいもの

を明確に伝 えることが大切である。買物の大

切 さ，使 う金額，買物 をす る時間，品物の質

などについてはっきりと説明 してお くことで

ある。 もしそれが十分にわかっていないと，

娘 は知 らないままに母親や家族の期待を裏切

ることになる。そして，娘は 自分の知 らなか

ったことを行 なわなか った とい う理由で叱 ら

れた り罰を受けた りす る。

3.必 要に応 じて訓練する

新 しい分野の責任は，それを受けた人にと

ってまた不慣れであり，す ぐに高度なレベル

の仕事 を期待す ることはで きない。そこで指

導者は，その人が望 ましいレベルに到達でき

るように，指導 と訓練に十分 な時間 を費やす

必要がある。例 えば，神権者にホームテ ィー

チ ャーの責任 を与える時，神権指導者は十分

な時間をとって適格な指導 をはっき りと行 な

わなければならない。その中には，実際にホ

ームティーチングに同行 して，効果的なホー

ムテ ィーチングを行なう方法を教えることも

含 まれる。このような準備 もしないでホーム

テ ィーチャーに召 して も，ホームティーチャ

ーは不十分な働 きしかできず，挫折感を味わ

うこ とになる。そして定員会指導者はその問

題の原因が 自分 たちにもあることに気づかな

いというこ とになる。

4.フ ォローア ップ

指導者は，責任 を委任 した ら， 自分はそれ

でゆった りとして仕事の成 り行 きにまかせて

おけば よいと考えそしまうことがある。しか
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し，フォローア ップ を行なわなければ，仕事

は決 して順調に進 まないであろう。定期的に

達成された事柄 を調べ，その成果 を評価 し，

計画 を調整し，必要 な訓練 と指導 を行な うこ

とである。ただ，仕事 をチェ ックするだけで

な く，時間をかけ，意見を出 し合い進歩状況

を検討 してゆ くことがフォローア ップである。

例えば，教師定員会のある委員会が定員会

パーティー と食事の責任 を与 えられた とす る。

定員会ア ドバイザーはまず明確な指示 を与え，

それをいつ までに各自に割 り当て，その結果

を報告すればよいかその 日付 を定め る。そ し

てパーティーの当 日になって，あわてること

のないように しなければならない。 多くのプ

ログラムが失敗する原因は，割 り当てを受け

た人を励 まし，再度確認 をす る計画 を立てて

いないところにある。また，フォローア ップ

がない と，責任を受けた人は，指導者がその

プロジェク トに対 して興味を失っていると思

った り，関心がない と感 じることもある。そ

してそれが割 り当てを受けた人のや る気をそ

こなう原因 となっている。

5.個 性 を尊重する

指導者が期待することを明確に伝え，指示

と訓練 を施 し， フォローア ップを行なったと

しても，指導者 自身が期待するもの とまった

く同じ成果 を求めるのは無理 である。指導者

というものは，委任 を受けた人が 自分の才能，

個性，方法，経験 を生か して自由に責任 を果

たせるよう配慮すべ きである。仕事を任せ て

おきながら， 自分の思 い通 りに事 を運ぼ うと

して常に監視 し，規制 し，指示 を与えるなら

ば，相手はひどい欲求不満に陥って しまう。

仕事には，その仕事 を任された人の個性が何
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委任は，単に仕事から逃れるために使う手

殺てはない。それは，指導者が最終的に特定

の作業から解放さ'れ，委任を受けた人が新し

い分野て経験を積んで進歩成長する，非常に

広大な計画を持った指導の原則である。

らかの形で表われていなければならない。こ

れは当然そ うあるべ きことであ り， またそれ

で許され ることであ り，私たちが認めるべ き

ことである。 しか も割 り当てを受けた人がそ

の責任 を通 して成長できるならば，その人は

十分にその責任 を果た し，指導者が考 える以

上に立派な仕事 を達成す るようになるに違 い

ない。

例 えば，扶助協会の会長が集会の司会やプ

ロジェクトの監督 を副会長に任せた とする。

ところが副会長は会長が考 えていたのとは違

った方法で責任を果たしている。 もし会長が

そのまま彼女にある程度の 自由を認めてや ら

せ てみるならば，副会長の している方法が こ

れまで と同 じ位効果的であ り， またそれ以上

の優れた成果 を生みだす こともあるだろう。

しか し，会長が干渉しす ぎて，必要以上にチ

ェックし，絶えず監視す るならば，副会長は

萎縮 して何 もできな くな り，成長の機会 を失

って しまうことになる。

委任は，単に仕事か ら逃れ るために使 う手

段 ではない。それは，指導者が最終的に特定

の作業か ら解放され，委任 を受けた人が新 し

い分野で経験 を積んで進歩成長する，非常に

広大な計画を持った指導の原則である。効果

的な委任 を行な うには，慎重 な計画 と内容に

関する明確 な説明，適切 な訓練，フォローア

ップ， そして最後まで任せ てい く心構えを持

つ ことが肝要である。



さ ま ざまな声

ロ ハ ー ト ・R・ ホ ー ン

い ろいろな人か ら時間を使 う要求か寄せ ら
れる時，限 られた時間で自分の したいこ

とをどのように して達成すればよいか，私た

ちは途方に暮れて しまうことかあ ります。 し

か も，その要求は，ほ とん どか愛 し，尊敬 し

ている人たちか らのものであ り，彼らの勧め

ることか良い ものであ り，大切な ものである

とわかっているか ら，なおさら辛いのです。

一体， どの ようにすれはその要求のすべてに

応えることかてきるのて しょっか。

「教会の召 しは決 して断わ らないように。」

「女性 はいろいろな有意義な活動 に参加 し

て下 さい。」

「政冶や社会活動にも積極的に参加 して下

さい。」

「家族 との時間をもっと取って下 さい。」

「母親の務めは女性の一番大切な責任です。」

「もっ と家にいるよっに しましょっ。」

「教会の召しにもっと時間をかけましょう。」

「ひとつのことに夢中になって
，家族や教

会に対する責仔 を忘れないようにしましょう。」

というわけで，問題は，家族や教会，職場，

地域社会からいろいろな要求かある中で，献

身的な末 日聖徒は どの ように時間を見つけ出

驚
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「教会の召しは決して断わらな

いように。」

「女性はいろいろな有意義な活

動に参加して下さい。」

「政治や社会活動にも積極的に

参加して下さ'い。」
「家族との時間をもっと取って

下さい。」

せ るか と い う こ と で す 。

時宜に適 した 目的
あめ き せつ
「天が下のすべ ての事には季節があ り

，す

べてのわざには時がある。」(伝 道3：1)こ

の勧告は昔 も今 も変わ りません。過去の生活

や未来の夢に浸ってしまうことは好 ましくあ

りません。

例えば，幼 児を抱えた母親が知的な刺激 を

求め，大学時代 をなつか しく思って大学生活

に逃避するのは どうか と思います。そ うか と

いって，十代の少女が高校 も卒業 しないうち

に結婚 して，母親の責任 を引き受けるの もか

わいそうな気が します。

いろいろな活動 に時間 をどう割 り振ればよ

いかは， その人が今人生のどの時期にいるか

といっことに大いに関係 してきます。人生の

各時期にはそれぞれ特有の目的があって，ふ

さわしい時にその目的を遂 げるようにしてこ

そ達成があるのです。

優先順位 を決め る

その時， その場の 自分にとって何が一番適

切であるか判断す るには，優先順位をつける

ことです。 しか し，家族 と共に過 ごす ことと，

教会の召しを果 たすことのように，ふ たつの

12

良い原則がぶつかった時には， どうすればよ

いでしょうか。

大切 なことは， その時々に祈 って慎重に考

えることです。そして，ある時に良か ったか

らといって， それが次の時にも良いわけでな

いことを認識するのです。優先順位を決める

時には， よく状況を把握 して何が一番大切 で

あるか を判断します。例えば，親が子供のそ

ばにいてや らなければならない大切 な時には，

教会の責任 よりもそれを優先 します。か とい

って，ワー ド部の会員に霊的な助けが必要 な

時には，息子 とフッ トボール を見 ることより

もそちらを先に しなければならない と思いま

す。 したがって，家族 と教会はどち らを優先

すべ きか という質問は，はっきりどちらとも

決め られない愚問なのか もしれませ ん。家族

と教会はどちらも非常に大切 であり，両方共

神様か ら来るものです。その場の状況次第で

先にも後に もなるのです。家族 も教会 も，大

きなイエ ス ・キリス トの福音 という全体の中

の欠 くことので きない一部 なのです。そこで

私たち個 人にとって最 も必要なことは，私た

ちがみたまの勧めに従 って生活するようにす

ることです。そ うすれば聖霊の賜 を受けた時

に約束されたみたまを受けて，私たちがその

時々に決める優先順位が主か ら喜ばれ，主に

受け入れ られるもの となるはずです。

いつまで続 くのか

あちこちであまりに多くなって くると，つ

いふ さぎ込んで しまって 「一体，いつになっ

たら終わるのか」 と嘆 く方が先に立 って しま

うことがあ ります。 しかし，要求を受けて立

つ ことこそ人生であるとの 自覚 を持 ち，逃避

す るのではなく，現実 を直視 して一 日一 日を

楽 しく暮 らす時にそれは達成されるのです。

例えば， 自転車に乗る人はペダルを踏む時

に，バ ランスを取 り， 自転車を進め るこ とが

できます。ペダル を踏むの をやめると，バ ラ

ンスを失って倒れて しまいます。

私たちが意気消沈して身動 きが とれな くな



った時もこれとまった く同 じです。要求が通

り過 ぎてい くの をじっ と待って何 も活動せ ず

にいると， 自分が惨めになって きて，将来の

見通 しまで も曇 ってしまいます。逆にそんな

時にこそ活動 し，動 くようにすれば，バラン

スを取 り，正 しい見通 しをもって前向 きの生

活 を営むことがで きるようになるのです。

「指揮者」の原則

調和の とれた生活をするには， 自分に向け

られる様々な時間の要求を上手に コン トロー

ルする方法を知 ることです。合唱団の指揮者

を考えてみて下さい。立派な合唱団になると，

ソプラノ，アル ト，テ ノール，バスなどいろ

いろの声部に分かれています。一 人一 人が ど

んなにす ぐれた声学家であって も， まわ りの

人におか まいな く好 き勝手な声で歌い出した

らどうなるで しょう。音楽 というよ り雑音に

なって しまいます。各人が指揮者 に合わせて，

ちょうどよい時に，正 しい声量 と表現で歌 う

と， それは，美しい合唱にな ります。指揮者

は歌い手の特徴 をよくとらえて，混乱から調

和の取れた美 しい讃美歌に変えるのです。

それ と同じこ とが，家族，系図， ホームテ

ィーチング，伝道，福祉活動，神殿活動，教

会の集会，公民 としての責任，隣人 との交 わ

りや職場などの要求をどう調和させ てい くか

ということについて も言えます。 もちろん，

これ らはどれ も大切なものばか りですが， そ

れぞれが好 きな歌 を勝手な音量で歌 うの を許

してはな りませ ん。主が望 んでおられるのは，

私たち一人一 人が 自分の生活の指揮者 となる

ことです。主はジョセブ ・ヌ、ミスにこう言わ

れ ました。「そは人自らの中に自由の意志あり

て己れの事 を自ら為す者なればな り。」(教 義

と聖約58：28)歌 う音楽が耳 ざわ りな もの

にな るか，調和の とれた ものにな るかは，

私たちがいろいろな要求を適切な時と所，適

切な強 さでうまく引 き出せ るか どうかにかか

っています。霊感 を受けて上手に調和 を取 っ

てい くのは，私たちの責任 です。つま り，最

「母親の務めは女性の一番大切

な責任です。」

「もっと家にいるようにしまし

ょう。」

「教会の召しにもっと時間をか

けましょう。」

「ひとつのことに夢中になって，

家族や教会に対する責任を忘れ

ないようにしましょう。」

終的な責任は自由意志 を行使す る私 たちの双

肩にかか っているのです。

全体 を見ること

最後に，「い ろいろな 人か ら時間を使 う要

求が寄せ られる時，限 られた時間で 自分の し

たいことをどのように して達成すればよいか」

とい う質問ですが，数 多くの要求 を適切 な時

と時期に応 じて生活に組み入れ られるように，

主に相談 しながら優先順位 を決めることです。

そうすれば，できないことでいつもイライラ

す るのではなく，積極的に楽 しい気持ちで，

自分のできることを見つけ出 して，それを喜

んで行 なえるようになります。「努めて善 き業

に従」(教 義 と聖約卵 ：27)う こ とによって調

和の とれた生活をめ ざし，落胆の 日々を克服

してい くのです。私たちの生活が調和のとれ

た讃美歌の歌声になるか，騒々 しい雑音にな

るかは，時間を求め る声 をいつどの程度受け

入れるかにかか っています。 この原則を私た

ちの人生のいろいろな場に適用す ることは，

私たちに とって予言者ジ ョセブ ・ス ミスが述

べた 「私たちが現世にある目的」，すなわち幸

福 を得 るための大いなる力 となるにちがいあ

りません。
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忍耐は
報われました

エ リ ー サ ・J・ ボ ー ル セ ン

「才旨 導す る前に従 うことを学ぼう・・これは・

15年 前にバプテスマを受けて末 日聖徒

イエス ・キ リス ト教会に入った リチャー ド・

A・ ロウ兄弟の これ までの生活を支えて きた

原則です。 ロウ兄弟は，当時，黒人に神権が

授け られないことを知 りなが らバプテスマを

受けました。

宣教師か ら福音 を学んでいる間 も，当然の

ことながら神権のことが気がか りで，そのこ

とについて祈 りました。そうしたある夜， ロ

ウ兄弟は床に入ってか ら， 自分が壇上に立 ち，

目の前に非常に古い書物の開かれている夢 を

見ました。紙は羊皮紙のようでしたが，文字

は薄 く，消えかかっていました。そのペー ジ

の最後の行に，「現在，黒 人は神 権 を持 てな

い」 と書かれてあ りました。

正面には大 きなつづれ織 りの織 り物がかか

っていて，その向こう側に3人 の方が立 って

いる感じでした。

「黒人はだめですか
。」彼は尋ねました。

14

す ると，「今は与 えられない」とい う答えが

彼の心の中に湧き上がってきました。

彼は考えました。「それでは私には神権 をい

ただけ る時が くるで しょうか。」彼は書物を見

るように と告 げられた思いが して よく見ると，

そこには文章がはっきりと記されていました。

「まず第一に真理 を求め なさい
。そ うすれば

すべてが与えられるであろう。」

ロウ兄弟はこのような直接の確証 を得てか

らバプテスマ を受けたので した。彼は福音の

原則 を守 り，家族に教 え，家長 としての管理

の職 を果たす よう熱心 に努 力しました。神権

の力 を知ってお り，神権指導者を信 じていた

ので， しば しば妻や子供たちのために彼 らに

祝福を依頼 しました。それだけでなく， 自分

でも神権の力によって癒 しを得た経験があ り

ました。

ベ トナムで従軍中の ことです。 ロウ兄弟は

脳腫瘍のあるこ とがわか り，沖縄の病院に移

されました。そして手術 を受ける前の晩に教



忍耐 は報 われ ま した

会の長老か ら灌油の儀式 を受けました。す る

と恐れや不安 は去 り，手術の結果に対する心

配は失せて しまいました。手術後 多少の痛み

はあ りましたが，視力や聴力の回復は目覚 ま

しく，ベ ッ ドに座 わることさえできるよっに

な りました。医者たちもこれには大変驚いて

いました。主治医は 「あなたは何かの力に助

け られている」 と言いました。

主が ロウ兄弟 を愛 し，心にかけておられる

ことは，1978年2月 に受けた祝福師の祝福か

らもよ くわか ります。ロウ兄弟 は，「時が来れ

ば，福千年 中かそれ以前に， あなたは神権を

受けるで しょう」 と約束されていました。彼

はいつかこの約束が成就される時が くること

を知って喜び ましたが，その時がこれほど早

く来 るとは夢に も思いませんでした。

その知 らせの電話が届いたのは，1978年6

月9日 の午後で した。 ロウ兄弟は机に向って

仕事 をしていました。奥さんの声はいつ もと

違 って，少 し上ず っていました。「あなた，す

ばらしいニュースです よ!」 そ う言って彼女

は泣 き出してしまいました。それから気を取

り直す と，スペンサー ・W・ キンボール大管

長が，ふ さわしい男性はすべて神権 を受 ける

ことができるという啓示 を受けたことを伝え

ました。ちょうどその時同 じ会社で働 いてい

るふたりの友人が(ひ とりは教会員でもうひ

とりは求道者でした)ロ ウ兄弟の ところに駆

けつけて来ました。彼 らもすばらしい知 らせ

を聞いて， 人生を一転 させ るに違いないその

知 らせ を友 人に一刻 も早 く知 らせ たかったの

です。3人 は肩 を抱きあって泣きました。

ロウ兄弟は次の 日曜 日に神権 を受け，七十

人第一定員会のロバー ト・D・ ヘ イルズ長老

か ら長老の職に聖任 されました。

ロウ兄弟の家族は献堂前のワシン トン神殿

を訪れた時，神殿に入れるのは生涯で今回だ

けだ と思っていました。 しか し今や，その同

じ神殿に参入して， この世 と永遠にわたって

家族の結び固めを受けるこ とができるように

なったのです。

ロウ兄弟 とロウ姉妹には養子の子供たちが

3人 います。10歳 のロバー ト，9歳 のレイニ

ー，8歳 のカープです。大管長の声明に対す

るロバー トの言葉には福音に対する彼らの素

直な気持 ちが表われています。「パパ，ぼ く，

銀行に行 って伝道費用を貯 金しな くちゃ。1

ドルちょうだい。」
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ただ切手代さえ惜しまなければ

ロ ー ナ ・バ ー ネ ッ ト

ド リスは不活発会員で した.教 会に来な く
なってあまりに も長いので，だれ も彼女

のことを覚 えていません。私はワー ド部の初

等協会会長で したので，彼女の4人 のお子 さ

んたちに何度 とな く招待状 を送 りました。 し

か し， どれ も切手のむだ遣いの ようで した。

住んでいる所がまずひとつの問題で した。

彼女はニューヨーク州北部にある小 さなワー

ド部か ら72キ ロも離れた所に住んでお り，そ

の地域ではたったひとりの教会員でした。住

所が遠いこともあって， ここ数年間ホームテ

ィーチャー も扶助協会の訪問教師 も訪問 して

いません。

それで も私たちは，お子さんたちを初等協

会に誘い続けました。誕生 日にはカー ドを出

して，私たちの思いが届 くように祈っていま

した。

そんな時， ドリスに新 しい訪問教師が割 り

当てられました。その姉妹は， ドリスの家を

訪問するとなると往復145キ ロに もなるので，

とても訪問は無理で したが，毎 月ち ょっとし

た手紙を書 くことや，「ワー ド部だ より」を送

ることならできると思いました。

やがて手紙やカー ドの効果が現われ始め ま

した。 ドリスが新 しい訪問教師に返事 を書い

てきたのです。「あなたが私のことをまだ教会
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員 と思っていて下 さることを知 って とてもう

れしく思い ました。教会へはもう5年 も出席

していませ んが，今で もモルモンであること

を誇 りに思ってお ります。」こうして文通が始

まりました。訪問教師は毎月 ドリスに簡単な

手紙 と 「ワー ド部 だより」を送 りました。そ

してほ とん ど毎月のように， ドリスから返事

がきました。

ある冬の寒い日のことです。扶助協会に見

慣れない人がふた り来ていました。 ドリス と

近所の友達 でした。 ドリスは運転ができない

ので，教会員でない友達にお願いして，往復

145キ ロの道の りを扶助協会に連れて きて い

ただいたので した。

私たちは ドリス と初対面のような気が しま

せんで した。彼女 は証 を述べ，救 い主の愛 と，

教会が真実であることについての強い信仰 を

私 たちに示 して くれ ました。集会の後，私は

遅ればせなが ら彼女の家 を訪問す る約束 をし

ました。監督の許可 を得て， ドリスに教師に

なって もらい，ホーム ・プライマ リーを始め

たいと思ったか らです。

私が副会長 と一緒に小型車 を運転 して見知

らぬ田舎へ向かったのは，ニ ュー イングラン

ド地方特有の雪の降 りしきる 日のことでした。

道は悪 くて，ふた りとも内心では天気の良い

別 の日にすればよかったと思いました。でも，

ドリスをこれ以上長 く待たせてはいけない と

思い，約束通 りに訪問 しました。

私たちは十分な報 いを得 ることがで きまし

た。きれいに整理された ドリスの家で くつろ

ぎなが ら，私 たちは彼女か ら次のような話 を

聞 くことができたのです。5年 前に宣教師の

訪問を受けた時，彼女は福音の教 えに喜んで

耳を傾 けました。ご主人はあまり関心 を示 し

ませんでしたが， それでも彼女がバプテスマ

を受けるこ とは許 して くれました。

で も，それか らが大変でした。家か ら教会

まで70キ ロ以上 も離れていて，近 くに教会員

はお らず， 自分で車 を運転す ることもできま

せんでした。 ご主人が彼女 を教会 まで連れて

来られればよいのですが， そうい う気持ちも

あ りません。ホームティーチャーや訪問教師

が来 るには遠す ぎます。彼女はこの教会に対

する証 を持ち， 自分の生活にはまたとない祝

福 だと感 じていました。 しか しその証を強め

ることができなかったのです。

ところが間もな くして，心ある監督が彼女

の必要 に気づ き，双子の子供が 日曜学校に該

当す る年齢の3歳 になった時，3コ ースのテ

キス トを送って くれたのです。はるばる教会

に行けなければ， 自分の家で教会の活動 をす

る しかあ りません。彼女は自分が学んだ福音

のよきお とずれを子供たちに教えました。

この5年 間， 日曜ごとに毎朝，4人 の子供

を集め，3コ ースのテキス トを使って教えま

した。ですか ら子供 たちは同 じテキス トを5

回 もきちん と学んできたのです。

ワー ド部の人々が自分のことを心にかけて

くれていると訪問教師 を通 じて知 った時，彼

女の感激はどんなに大 きか ったこ とでしょう。

私が持 っていった新 しいレッスンのテキス ト

とか りゅうどのペナン ト，CTRバ ッジを受

け取った時の彼女の喜びをご想像下 さい。

現在は状況 も昔 とはだいぶ変わってきまし

た。家か らもっと近 くに教会の支部ができて，

同じ村に教会員が住む ようになったのです。

今 では彼女は毎週 日曜 日に子供たちを連れて，

真の教会に集えるようにな りました。

新 しい支部ができたので， ドリス家の会員

記録は私たちのワー ド部か ら新 しい支部に移

され ました。今は彼女に会 うこともめったに

あ りませんが，私は，初等協会に来ていない

子供たちの リス トを見 るたびに，私たちの助

けを待 っている ドリスのような人が どれだけ

いるだろうか と考えて しまうのです。私たち

の努力次第で， どれだけ多 くの兄弟，姉妹，

子供たちが心 を動かされ，再 び教会に集 うよ

うになるこ とでしょう。 ドリスの場合の よう

に，すでにこの囲いの中にいる人を強め るの

には， それほ ど大 きな犠牲は必要 としないこ

とで しょう。ただ切手代 さえ惜 しまなければ。
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「この 方 で す
。 ど うぞ 話 して 下 さい 」

'ブル ー ス ・C・ ヘ イ フ エ ン



私 は ドイツで伝道す るように召 されてちょ
うど1年 経った頃，キー ラー長老 とい う

新 しい宣教師 と一緒に働 くことにな りました。

彼の話では，ニュー ヨー クを発ってフランク

フル トに着 くまでの問に，飛行機のスチュワ

ーデス全員 を改宗 させ たとのことで した。本

当にそのように思 い込んでいたのです。彼が

到着 した数 日後，私は別の町の集会に呼ばれ

たため，彼 ともうひとり経験の浅 い宣教師 と

を残 して，ほかの宣教師 とその集会に出かけ

ました。夜遅 く帰宅 した私は，翌朝，留守中

の様子を彼に尋ねました。す ると彼は，満面

に笑みを浮かべて，必ず教会に入るに違いな

い家族を見つけた と言いました。私たちの伝

道中は，改宗者 を得 るこ とが非常に難し く，

ましてや家族 など思い もかけないことでした。

そこで私 はもっと詳 しく尋ねました。 しか し，

彼はその家族の名前 と住所を書 き留めるのを

忘 れていました。ただ覚 えているのは，その

家族が大きなアパー トの最上階に住んでいる

ということだけで した。「とにか く，それ は

素晴 らしい。」私 は高層 アパー トの階段 を想

像 していました。彼は また， ドイツ語があま

りわか らなかったので，応対に出た女性 と二

言三言， 言葉 を交わしただけだ というのです。

それでもこの女性は私たちにまた来て欲 しい

と思っているようだったので，ぜ ひもう一度

彼女を捜 し出 して，私に詳 しい話をしてもら

いたいというのです。私 は， 目の前で戸をバ

タンと閉め なか ったか らといって，皆がみな

教会に入るわけではない と言いました。それ

でも， とにか く彼の気がすむように，その女

性 を捜 しに出かけ ました。キー ラー長老は何

とい う通 りか も覚えていないので， こちらで

見当をつけて， あちこちのアパー トを巡 り，

一つ一つの階段 を上 って行って捜 しました
。

しば らくそんな空 しい時 を過 ごしてから，

私は率直に自分の気持ちを話 した方が よいと

思いました。これまでの経験か ら， もうこれ

以上彼女を捜すのは時間の無駄だ と言いまし

た。私はこれまでに現実の伝道活動が どうな

のか，その忍耐心 も養われて きていましたし，

少な くとも彼よ りは伝道について知 っている

と思 っていました。ところが， キーラー長老

は 目に一杯 涙を浮かべて，唇を震わせ ながら

こう言ったのです。「ヘ イフェン長老， 私 は

心の正直な人 を捜 しに伝道に来ました。みた

まが，あの人は教会員になると教えて下 さっ

たのです。」私 はそ こまで言 うのであれば，

とにか く彼の言 う通 りにや らせてみようと思

いました。階段 をあちこち捜 し回り，彼があ

きらめ るまで続け ました。そして もうこのへ

んで気がすんだろうと思って尋ねたのです。

「キーラー長老，これだけ捜せばもう十分でし

ょう。」「いいえ， どうしても彼女 を見つけな

ければな りません。」私は少し腹が立ってきま

した。「それなら，彼が あきらめるまで続けよ

う。そうすればわかるだろう。」

それか らしば らくして，私たちは長い階段

を上 った最上階でめざすアパー トを見つけ ま

した。 そしてあの女性が玄関に出て きたので

す。キーラー長老は私の脇腹 を肘でつつ きな

が ら，こう言いました。「この方です。どうぞ

話 して下 さい。」

兄弟姉妹の皆 さん，先 日，その女性のご主

人がわが家を訪ねてこられました。総大会に

出席するためにユ タ州 に来られたのです。

彼は今，マンハイムワー ド部の監督をしてい

ます。ふた りの息子さんは伝道の準備 をして

います し，奥 さんも娘 さん も教会で熱心に働

いています。あの出来事は，知 識や経験か ら

くる疑いの気持ちには限界が あるということ

を私に教 えて くれました。私 はこの出来事 を

決 して忘れないでしょう。「現実」に 目を奪わ

れて，天か らの ささや きを聞き過 ごすことの

ないように したい と思います。
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通りの向こうに住む家族

0・ モ レ ル ・ク ラ ー ク

私 たちは1937年 の 秋に・オグデン第4ワ ー
ド部に移ってきました。私はワー ドテ ィ

ーチャー(ホ ームティーチャーの前身)と し

て，10軒 の家族が住めるように改造 された，

古いひとつの建物 を割 り当てられ ました。

12月 のある夜，ワー ドティーチ ングで訪問

中に，その建物の南側に トレー ラーハウスが

あるのに気づ きました。そこがどこかのワー

ドティーチングの地区に入っているとも思わ

れ ませ ん。 とすれば，その トレー ラーハウス

の住人はワー ドティーチャーの訪問 を受けて

いないはずです。そこで私は，意 を決 して訪

ねてみることにしました。

ドアをノックすると，青い目をした金髪の

婦 人が出てきて， 自分たちは末 日聖徒 ではな

いと言いました。また，最近 カンサ ス州か ら

引っ越してきたばか りだとのことです。私は

数分間で手短かに， ワー ドティーチングにつ

いて説明 しました。

彼女の応対があま りに もよか ったので，私

はジョセブ ・ス ミスが受けた最初の示現 と，

モルモン経の由来についても簡単に話 しまし

た。そ して，モルモン経をお届け したら読ん

でいただけますか と尋ねました。

すると，「はい，読んでみましょう」との返

事でした。

私は初め，モルモン経 をただ貸すつ もりで

した。 ところが，帰宅 して書棚か らモルモン

経を取 り出 した時，その本をプレゼン トしよ

うという気になりました。彼女の名はマ クシ

ーン ・プロッッマンで， ご主人はポールです。

私はこのふた りのために，見開きのペー ジに，

この書物 をよ く研究 して下 さい という励 まし

の言葉 を短 く書 き添えました。そして，プロ

ッツマ ンさんの家 に届けたので した。

それか ら間 もなくして，ワー ドティーチ ン

20

グの担当地区が変わ りました。 そして数年が

経過 し，私はその時のことをす っか り忘れて

い ました。

やがて15年 の歳月が流れ ました。そうした

ある日，再びあの時のことを思 い出させ る出

来事が起 こったのです。妻 と一緒にダンス教

室に通っていた私は，休憩時間に，ひとりの

金髪女性が じっと妻 を見つめているのに気づ

きました。 しばらくして， その女性が妻に話

しかけて きました。「もしかして，私 を御存 じ

ではあ りませ んか。」妻は 「いいえ，存 じませ

んが」 と答えました。

「そうですか
。私，ご主人を存 じ上げてお

ります。私に初めて福音 を伝 えて下 さった方

ですわ。」

そこで私は口をはさみました。「いや，何か

のお間違いでしょう。以前にお会いした覚え

もありませ んが……」

「あなた，モレル ・クラー クさんではござ

いませ んこと?」 私は驚いて，「ええ，そ うで

すが」 と答えました。

彼女は言葉 を続け ました。「私，モルモン経

を見るたびに，あなたのお名前 と，真心 を込

めて読めば必ずモルモン経が真実であるとわ

かると書いて下 さった約束の言葉 を思 い出 し

ますの よ。」

すると， トレーラーハウスや ワー ドティー

チ ング，それにプロッツマン夫妻のこ とが少

しずつ記憶の中によみが えって きました。彼

らは私が贈 ったモルモン経を読んで，ワー ド

部の集会に出席するようになったので した。

そして，ステー キ部宣教師から福音 を学び，

家族でそろって教会に入ったのです。その後，

プロッツマン家族は北オグデンに引っ越して

そこに家 を建て，ワー ド部の活発な会員 とな

りました。

彼 らの生活を変 えるきっかけとなったのは，

ほんのささいな 「もう一歩」前に進む気持 ち

だったのです。私 を彼らの家に導 き，モルモ

ン経のことを証 させたみたまの勧めが，プロ

ッツマン家の人々を教会に導いたのです。
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愛 す る

み な さ ん へ

み なさんは･特 別な人です･わ たし
た ち は,み な さん が 天 の お 父 さ ま

や,イ エ ス･キ リス トさ ま に とっ て,

大 切 な子 供 で あ る こ と をよ く知 っ て い
ふ くいん まつ

ます。福音の ある時代 に生 まれて,末
じつせい と

日聖徒 イエス･キ リス ト教会 に入 るこ

とがで きたみ なさんは,な ん と祝福 さ

れてい るこ とで しょっ。

けれ ども,今 は大変 な時代 で もあ る

のです。 どの時代 の人たち よ りも,た

ため

くさん試 され るこ とで しょう。み なさ

んは,い つ も正 しいこ とを選 ば なけれ

ば な りませ ん。サ タンの言 っこ とを き

く人たちが,み なさんに悪 いこ とを教

え,悪 いこ とをさせ よ うとす るで しょ
く あ らた

う。そんな時には,悔 い改めや,い ま

しめ を守 るこ との大切 さを思 い出 して
つみ

くだ さい 。 そ して,い つ も罪 を おか さ

な い よ うに して,自 分 を清 く して くだ

さい 。

灘
大管 長

ス ペ ンサ ー･W･キ ン ホ'一 ル
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あたま はな どつぶつ し

み なさんは頑 に鼻のある動物を知
って い ますか 。

て

イル カは,ア ザ ラ シの よ うな 手,サ

せ

メの よ うな背びれ,ク ジラの ような し
さか な

っぽ が あ ります 。 で も,魚 で は あ りま

うし うま お な どう

せ ん。牛や ブ タ,馬 と同 じほに ゅう動
ぶつ

物なのです。
うみ す

で も,イ ル カは 海 に住 んでい ます。
うみ

海は とて も楽 しい ところです 。イル
なみ け

カは,波 まをすいす いお よ ぐため,毛
か らだ

のないすべ すべ の体 をしてい ます 。 ま
み す なか そ と み め

た,水 の中で も外で もよ く見 え る目と
き みみ

よ く聞 こえ るは りのあなのよ うな耳が
した き かん き

あ ります。下 あごにある器官 で聞 く,
か んか か が くしマ

と考 えている科学者 もい ます。
ち しエ 　よ さ カおな

100も あ るす る どい小 さな 歯 は,魚
た

を食べ るのにべん りです。 ひれや しっ
ほ う つか あ たま

ぽ は,方 こ う を とるの に 使 い ます 。 頭

うえ ふか

の上 の あ な で い き を し,深 く も ぐる と,

ぴ ょう

あ な はふ さが ります 。 ふ つ うは,30秒

うみ うえ で いき

ご とに海の上 に出て きて息 を しますが,
なか ふロんかん

長 い と きに は,7分 間 も も ぐっ て い る

こ とが あ ります 。

か

イルカの家 ぞ くは,わ た した ちの よ
う

うに,な か よ しです。生 まれたばか り

凄

･
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とう き

と,お 父 さ ん イル カがや って 来 て,お

しお きを します 。

すい

水 ぞ くか ん の イル カは,た くさん の

げい が で き る よ うに,れ ん し ゅ う し ま

す 。 わ を く ぐ りぬ け た り,ぼ う を とび

の う に んげん お な

こえた りす るイル カの脳 は,人 間 と同
おお

じ くらいの 大 き さです 。

が くしヤ

学 者 た ちは,な ん で もで きる イル カ

に,か ん しん して い ます 。 イ ル カは,

どうふつ なか いちはん

動物の 中で一 番か しこいか もしれ ませ

ん。

イルカた ちは,い きをす るあなか ら,
おと だ

ギー ッ,ギ ー ッ とい う音 を出 して,お

にんげん

しゃべ りを し ます 。 人間 には,ド ア の

お と き

きしむ ような音 に聞 こえ ますが,イ ル
ひ と ひ と お と き

カは,そ の一 つ 一 つ の 音 を,聞 きわ け
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お と みず

てい るのです 。この音 は,水 をつ たわ
いわ ふね さかな あ

り,岩 や 船,魚 や クジ ラ に 当 た っ て,

イ ル カ に も どっ て きます 。 こ れが こ だ

すいち ゆう

まです 。イルカは,水 中でこのこだ ま
き なに おお

を聞いて,そ れが何 で,ど んな大 きさ
か たち

や形 をしているか,ま たどの くらいは
し

なれた ところにあるか を知 るの です。
だ おと

イルカの 出す音は,た くさん あ りま
くち こえ こえ

す 。 口 ぶ えや ほ え る声,う な り声,ね

こえ な こえ おと

こ の よ うな声,泣 く声,き しむ 音 な ど。

が くしへ　 おと かんが

学者 たちは,こ の音は こ とばだ と考 え
おと

ています。 それ ぞれの音が,い み のあ

るこ とばなの です。 これは,イ ル カ語

ともよばれて います。 イル カはかせ の
き よう じゆ

ジ ョン･リ リー教 授 は,も っ とイル カ

し ご べんき よう

の こ とを知 るために,イ ル カ語の勉強

を して います。
こ とも

ギ リシャには,イ ル カと子 どもが友
むかしばなし

だ ちに なった昔話があ ります。 また,
す

ニ ュー ジー ラ ン ドに住 む ,オ ポ と い う
な おんな とも

名の女の子 は,イ ルカ を友 だ ちに して

います。

に んげん

イル カは人間がす きなよ うです ね。

ー

e

,ー
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せ ま した。 そ して,ま どか ら カ モ の よ

うす を うか が って い ま し た。

とう

｢ま っ て い る あ いだ に
,お 父 さ んか

き

らもらった木 ぎれで なにかほ ってみ
かあ

た ら。｣ま た お 母 さん が い い ま した。

｢な に をほ るの
,お に い ち ゃ ん 。｣

｢わ か らな い よ
。｣

かお み

ふた りは,顔 を見 あわせ ま した。
お がわ

そ の と き,2わ の カ モが,小 川 の ほ

と りへ まい お りて き ま した。 ジ ョ ン

とア ンナ は い きを こ ろ しま した 。 お

かあ うこ て やす

母 さんは は りを動かす手 を休め,カ
み

モ を見 ま もっ て い ます 。

ひ と

ケワ タガモは,人 をおそれ ませ ん。
とリ

ア イス ラ ン ドで は,だ れ も鳥 を うっ た

り,つ か まえ た りしな いか らです 。

み

ジ ョン とア ン ナが 見 て い る と,カ モ

き

が,に わにち らか ってい る 木 ぎれの
ある

ほ うに 歩 い て き ま した 。 で も,そ の あ

とす ぐに,ほ か の とこ ろへ とん で い

って し まい ま した 。 ア ンナ は,が っか

り しま した 。

｢な ぜ とん で い っ て し ま った の か

し ら。｣

ア ンナ の そ の こ とば で,ジ ョンは,

かんが

ひ とつ の こ とを考 えつ き ま した 。

｢な に をほ るか
,わ か った 。 ケ ワ タ

き

ガモをほ るんだ。木の カモ をなか まだ
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おも

と思 って きっ とや っ て くるよ 。｣

み

｢そ う だ わ
。 そ して カ モ が よ く見

え る とこ ろに そ れ をお くの ね 。｣

うえ かあ

｢や ね の 上 は どうか しら
。｣お 母 さ

ん が いい ま した 。

き

こ うして ジ ョ ン とア ンナ は,木 の

い ろ

カモ をほ り,色 をぬ りま した 。 そ して

とう うえ

お父 さんに や ねの上 に のせ て もら

ったの です。
すう うえ

ま もな く 数 わの カモが やねの上
み お がわ

の カモを見つけ,小 川のほ とりに す
つ く き

作 りにや って 来 ま した 。 カモ は や わ

らか い はね の す に た ま ご を うみ あ

た ため ま した。 ひ な が か え る と,よ ち

よ ち と,ジ ョン とア ンナ の っちの に わ

に や って きま した 。

つ い に,カ モが とん で い って しま っ

ゴミへゆ

冬が お とずれ ま した。ふ た りは か

な しくな りました。 で も カモは,す

にた くさんのはね を の こ して くれ ま
かあ

した。そのや わ らか なはねは,お 母 さ

んのぬったふ とん に つめ られ,は ね

ぶ とんが で きあが りま した。 あたたか

なケワ タガモのはねぶ とんは,ジ ョン
なか ふゆ

とア ンナの長 い冬を や さ しくあたた

めて くれたのです。



謙遜 に， しか も威厳 と

誉 れ をもって

D・ ア ー サ ー ・ヘ イ コ ッ ク

あ る時・私はキンボール大管長に連れ立っ
てア リゾナの大管長のお宅 をうかがった。

私 たちは大管長か幼ない頃 を過 ごした家の中

を見て回った。 らせ ん階段 を登 って行 くと，

か らん としていて何 もない部屋かあった。執

事になる前の男の子か，ランプの明か りで聖

書 を読んだ部屋である。その二階の部屋の窓

か ら外を見ると，裏手に牛のいた小屋が見え

る。少年はその小屋で毎朝毎晩，昔なか らの

方法で9頭 の牛の乳 をしぼっていたのである。

そ して，乳をしぼ りなから，信仰箇条や讃美

歌 十戒 を覚 えた。小 さなカー ドに書 き込み，

乳 しぼ りをしなからそれを見て覚えたのであ

る。

このようなこ とから彼は， 自分の行な うこ

とと，行なわないこ とをはっき りと決めたの

である。彼は成長するにつれて，世の中には

善いことと，悪いことか多 くあることを知 っ

た。そ して，たとえだれかか らタバ コを勧めら

れてもそれを断わろうと決心 した。紅茶やコ

ーヒーを出されても，飲 まないように しよう。

不道徳なことや嘘，不正 を強いられて も， し

ないように しよう。彼か この ような決心をし

たのは， また執事 にもなっていない少年 の頃

だった。彼は母の言いつけに従い，戒めを守

ろうと決心 したのである。

彼か大 きくなると，周囲の少年 たちか次か

ら次へ と，「スペンサー，タバ コどうだい?ウ

イスキーは?コ ー ヒーは飲むかい?」 と誘

いかけて きた。しかし彼は， そのような少年

たちの気持 ちを傷つけ ることで悩んだ りはし

なかった。一度断わっておけばあ とはたやす

い。キンボール大管長はいつ もそのようにし

て，若い頃を過ごしてきたのである。

私は，若人の皆 さんにお勧め したい。予言

者かすっと昔に 「いいえ」 とはっきり言うこ

とを決心 したように，皆 さんも 「いいえ」 と

言えるように してほしい。そうすれば，やか

て世の中に出て，両親か ら離れて も，「いい

え」 とはっきり言えるはすてある。 もし皆 さ

んか今そ う決心するならば， それは決してむ

すか しいことてはない。そして神権 を尊び，

神権の召 しを全力 を尽 くして遂行す ることも

できるはすである。さらに父母 を敬 うことも

できると思 う。

さて，私は大管長の秘書 として申し上けた

い。キンボール大管長は神の予言者である。

大管長のそばで働 くようになってもう5年 に

なるか，主は私に大管長か神の予言者である

ことを教 えて下 さった。福音は真実である。

ジョセブ ・ス ミスは予言者てあった。 また神

は私 たちの御父であ り， イエスはキリス トに

して私たちの長兄である。この証 をイエス ・

キリス トのみ名に よって申し上ける。アーメ

ン。
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私 には7人 の息子がいます・私はこれまで
彼 らのお陰でいろいろな事柄 を学んでき

ました し，彼らをとても頼 りに してきました。

時には，家に私のほかにメルケゼデク神権者

が もうひとりいることもあ りましたが， そん

な時はほとんどまれでした。長老の職 を持っ

ている息子たちは伝道に出ているか，結婚 し

て家 を出ているかで，家にいるのはアロン神

権者ばか りでした。私 は家をあけることが多

い ものですから，神権 を持つ若い息子たちに

は本当に感謝 しています。

きょうは， この神権 について若 い兄弟の皆

さんにお話 したい と思います。まず私たちの

家族の経験 を幾つかお話 しましょう。何年 も

前のことですが，息子たちは夏になると祖父

の牧場に出かけ， そこで一夏 を過 ごす ように

していました。12年 前のこと，息子のひ とり

がそこで生 まれたばか りの馬をもらい，育て

るようにな りました。その小馬は牧場で他の

馬 と一緒に放 し飼いにされていました。そし

て2歳 になった時，乗馬用にな らすことにな

りました。ある年の夏，私たちは少 し早 目に

その牧場 を訪れました。そして私 たちは一 日

かかって，やっと馬を全部 さく囲いの中に入

れ ました。それか ら息子の馬を溝に追い込み，

丈夫なはつなをかけ，太い綱 をつけて大 きな

柱につな ぎ，そして息子に こう言いました。

「このまま2
，3日 動かしちゃいけない。綱

に慣れておとなし くなるまではね。」私たちは

朝か らこの仕事 にかか りき りで，ようや く食

事の時間 をとるこ とができました。息子は急

いで食事 を済 ませ ると， 自分の馬のところに

戻 って行 きました。その時息子は14歳 ，何よ

りその馬 をかわいがっていたのです。

私たちが食事 を終えたちょうどその時，何

や ら物音が し，それか ら叫び声が聞こえまし

た。私 には何が起 こったのか，す ぐに察しが

つ きました。息子が馬の綱 をほどいて しまっ

たのです。私があれほどだめだ と注意 してお

いたのに，息子は・自分の手 で馬をならしたか

ったのでしょう。彼は馬 を逃がさないように，
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自分の手首に綱を くくりつけていました。私

が外に飛び出した時にはすでに馬は走 り出し

てお り，'息子がその後 を，引っぱ られるよう

にして大またで追いかけていました。そ して

転んでしまいました。馬が もしも右に曲がっ

ていたら門を通 り抜け， 山の 中に走 り去 っ

ていたかもしれ ません。けれ ども幸い左に曲

がったので，囲いの中に追 い込 まれたような

状態にな りました。馬が出口をさが している

すきに，私は息子の手首から綱 をほどき， そ

れを杭に結びつけました。息子 は体 のあちこ

ちにあざをつ くっていましたが，大 したけが

はあ りませんでした。

それか ら，私たちは馬をもう一度 しっか り

とつないで，父 と息子の話 し合いを始め まし

た。私は息子にこう話 しました。「いいかね，

もしあの馬をならそうと思 うのなら，腕の力

のほかにも何かを使 わなければならない。馬

はお前より大 きいし，力もあるのだか ら。い

つかお前に もあの馬を乗 りこなせ る 日が来 る

だろうが，それには馬の訓練をしなければな

らない。腕力で馬をならそうとしてもだめだ。

お前よりも馬の方が大 きいし，力 もあるし，

荒っぽいのだか ら。」

それから2年 後，春に私たちは再び牧場 を

訪れました。例の馬は他の馬に混 じって冬中

元気に走 り回っているということで した。そ

こでさっそく馬を見に行 きました。川岸を下

ってくる馬の群れが見えました。私 たちが近

づけば馬は逃げ出 してしまうだろうと私 は思

っていました。すると，息子 と娘はバケツに

オー ト麦を入れて，静かに野原の方へ歩いて

行ったのです。馬の群れはゆっ くり移動を始

めました。その時，息子が口笛を吹 きました。

すると例の馬が群れの中か ら姿を見せ，息子

の方にかけて くるではありませ んか。私たち

はかつての出来事か ら大 きな教訓 を得ていま

した。そしてこの2年 間に様々なことがあ り

ましたが，息子は 自分の腕力でないもの を実

際に使っていたのです。

2年 前，馬の綱 をはずしてしまってひどい
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目に遭った後，息子はおびえきってしまいま

した。私の言い付けを守 らなか ったか らでし

た。「お父さん， どうすればよか ったの。」息

子のこの言葉 に対 して，私はこう答 えました。

「私 たちにできることがひとつある。馬の方

か ら走 り寄って くるようになる日を待つんだ

よ。」息子はそのための備 えをし，そ して大切

な教訓 を学んだのです。

アロン神権は備えの神権です。小神権です。

何に対する備えなのでしょうか。それは，若

い兄弟たちがメルケゼデ ク神権 を受 けられる

ように備えをす ることです。 また， 人生に対

す る備 えをすることです。指導者 となるため

の訓練をし，従順につ いて学ぶ機会でもあ り

ます。さらに， 自分よ り大 きな もの を制する

ことができるように訓練す ることで もあ りま

す。 自分の体力以上のものを使いこなす方法

を学ぶことなのです。

さて，皆さんは12歳 になって執事に聖任さ

れると，定員会に属するようにな ります。定

員会の一員になれるこ とは何 とい う祝福で し

ょう。そして生涯，何らかの定員会に属 して

いられるのです。12名 か ら成 る執事定員会，

24名 か らなる教師定貝会，そ して48名 から成

る祭司定員会。 さらに，忠実 でふさわ しけれ

ば， メルケゼデ ク神権に聖任 され，大神権者

となるのです。アロン神権 を持つ若 人の皆 さ

んに もう一度 申し上げ ます。ア ロン神権 はメ

ルケゼデク神権iを受けるための備えをする神

権です。そしてメルケゼデ ク神権 と同じよう

に物事に対処す る方法 を学んでい くのです。

ここで例の私の息子のことに話 を戻 しまし

ょう。彼は大学の工学部 を卒業 し，今はある

大都市に住んでいます。仕事 も家庭 も新 しく

不慣れで， しか も親元 を離れての生活 といっ

ことで落 ち着かないようでした。

私はそんな息子からふたつの経験を聞 きま

した。彼は大勢の技師たちに囲まれて，広 い

一室で働いています。仕事に就 いて2カ 月程

過 ぎたある 日のことです。彼は終業時間にな

ったらす ぐに退社できるように仕事 を片づけ



ていました。私たちは 日頃か ら，始業時間よ

り少 し早 く出社 し，帰 りはす ぐに帰 らず少し

でも仕事 をす るように と教えていましたが，

しか しその 日，息子は どうして もす ぐに帰 り

たかったのだそうです。すると同僚から， ど

こかに行 くのか と尋ね られ ました。

「なぜ そんなに急いでいるんだい。」

「ええ，夕食会に行 く約束があるものです

か ら。」

「特別 な夕食会でも?」

「定貝会の夕食会なんです。妻 と一緒にそ

の夕食会に行 くことになっているのです。」

すると他の技師が首 をか しげて言ったそっ

です。「どうも分からないな。私はここで働い

て2年 になるが，特に親 しい人はまだいない。

いつ も妻 とふた りだ。 ところが，君はここに

来てまだ2カ 月だとい うのに， もう夕食に招

待 して くれる人がいるのかね。」

もうひとつの経験は，ある 日同僚 の技師の

ひ とりか ら引っ越 しの手伝 いを頼 まれた時の

ことです。「いいアパー トが見つか りましてね。

土曜 日に引っ越 しす るんです よ。人手が欲 し

い と思っているんですが，お手伝 いいただけ

ますか。」息子は快 く引き受けたといっことで

す。その 日，息子は妻が役に立てばうれしい

と言って，彼 らのために準備 したパ ンと食事

を持 って手伝いに出かけました。息子は私に

こう言 うのです。「お父さん，考 えているんで

すが，彼は私のことをよく知 らないんです。

私 も彼が どういう人なのかよ く知 りませ ん。」

もし私が彼に とって引っ越 しの手伝いを頼 ま

れるほ ど親 しい存在だ とすれば，彼にはだれ

も親 しい人がいないんですね。」そしてこう付

け加 えました。「私にはこんなに大勢の友達が

いるのに。」

新 しい市に移 った息子夫婦 は教会に行 きま

した。そ して息子は定員会の一貝 とな りまし

た。定員会，それは互いに支持 し，助け合 う

場。神権 の定員会です。アロン神権者の若人

の皆さんは今から準備 を始めることができま

す。皆 さんは他の人々 を助ける訓練 を受けて

きました。断食献金 を集めること，聖餐やホ

ームティーチングなどの責任 を果たすことに

よ って他 の人々 を助 け る訓練 を受けていま

す。それはなぜで しょうか。皆 さんは定員会

の一貝だか らです。定員会，この言葉には何

とい う深い意味が含まれていることで しょっ。

しか し教会の中で，定員会の価値がまだまだ

十分に認識されているとはいえませ ん。

定員会に属せ ることは何 とい う名誉でしょ

う。定員会を管理する召 しは特別な責任 です。

定員会の書記や教師に召 され ることもまた素

晴らしいことです。定員会(Quorum)と いう

言葉の語源を知っていますか。この言葉は旧

約聖書や新約聖書の中にはあ りません。これ

は古代 ヨーロッパに起源があ ります。古代 ロ

ー マでは何 か大事 業 を行 な う時には委員会

を設け，委員を任命 しました。そ して委貝に

は証明書が交付 され ました。この証 明書に

「Quorum」 という言葉が書かれていたのです。

それは，その委員会が行なお うとしているこ

と，委員会の大切 さ，選び抜かれた委員であ

るこ との証明を明示 し，次の言葉 をも表わす

ものであったのです。「あなた方は一致 しなけ

ればならない」 と。

若い兄弟の皆さん，皆 さんは定員会の一員

です。何 と素晴 らしい機会でしょう。責任感

を養iい， 自らの生活 を支え，人々を助けるこ

とがで きるようになるのです。私はアロン神

権 を受け，今 もそれを有 していることを感謝 し

ています。私 の息子がアロン神権 を授かって

いること， また皆 さんも神権 を得 られること

を私は心か ら感謝 しています。皆さんの上に

神の祝福がありますように。福音は真実です。

神権は実に素晴 らしい機会 を私 たちに与 えて

くれ ます。イエス ・キ リス トのみ名に よって

お話 します。アー メン。

(1978年11月4日 ， ブ ラ ジル の サ ン パ ウ ロで

の 地 域 大会 の説 教 よ り)

33



新郎新婦からの贈リ物

ユ シ ン ・A・ カ ピ ュ 卜

蕪設

1騨懸湘 講
蹄"ヒ苧
"悼 瀧

"覗

簸鍵

写

鑑講ウ
犠 軋 、

歪宝耐

購
繍
叢

艦

'

、

、5
試 轟

訳
、

{

で

鳥 甘

、

、

、

▼

サ毛ド 署

い

夢 ・

ン箋藪

袈 瀞 ㌶鼓

罵'～

し鰐

要 ▼弐 ρ

轟途灘

罵
纏

ノ拶鷺
Fξ ド ， 此Aノ

ε

耳懸

■

34



私 がフランシーヌと知 り合 ったのは・ふた
りが教会に入って数年後のこ とで した。

ところが，両親 は共 に教会員 では あ りませ

ん。そこで，ふ た りが神殿結婚 をしよ う と

決心 した時，結婚式に出席できない家族にそ

のことをどう説明 しようか と頭 を悩 ませ まし

た。

それでも私 たちは，「神殿には教会のふさわ

しい会員だけしか入れないのです。」と説明 し

ました。

家族や友人たちは心を傷め，怒 りをぶちま

ける者さえ出てきました。彼らは口々にこう

言いました。「結婚式 といえば，あなた方の人

生で最 も大切 な日ですよ。それなのに どうし

て親が出席できないような所で結婚式 をす る

のですか。」みんなが私たちを思いや りのない

恩知 らずだ と思 っていることはよくわかって

いました。

私 たちは，家族 を心から愛 していましたの

で， それが どうしようもないほど苦痛でした。

と同時にこれまで世話になってきた教会員で

ない人々や，愛 し尊敬する友人たちに，私た

ちが， どれほど彼らのことを気にかけ，彼 ら

の気持ちを大切に考 えているか知 って もらい

たいと思 いました。私たちの気持 ちをわかっ

て もらいたい と思ったのです。

でも私 たちは，神殿結婚 をあきらめること

ができませんでした。そこで私たちは よく考

えて祈 り，ひ とつの考えを得ました。それは

新郎新婦のための披露宴ではな く，招待者中

心の披露宴 を持つこ とで した。

招待状には，披露宴で行な うプログラム を

あらか じめ印刷 してお きました。記念写真は

招待者が くる前にすませ，みんなが到着す る

頃にふた りで20分 ほど並 んで招待者を出迎 え

ました。それか ら全員に席に着 いて もらった

のです。

プログラムは監督が司会 し，祈 りによって

始めました.。出席者の中には教会貝でない人

が 多く，不愉快 な印象 を与 えた くないと思 っ

ていましたが， うれ しいことに後でみんなか

ら祈 りがよかった と言われました。プログラ

ムには，音楽の発表がふた りと，3人 の話が

予定 されていました。最初に監督が永遠の結

婚 についてわか りやす く，上手に説明して下

さいました。友人たちは，監督の話か ら今ま

で味わったこ ともないような喜 びを感 じ，啓

発された と語っていました。

続 いて，私 とフランシーヌが話 をしました。

私たちは互いに抱いている愛や家族 と友人た

ちに対す る思いを簡単に伝 え，私たちの愛 と

感謝の気持ちをはっきりと述べ ました。そし

て，永遠の結婚について私 たちが理解 してい

ることと，その証 を述べ ました。そ して再び，

祈 りによってこのプログラム を閉じ，同時に

リフレッシュメン トを食べ なが ら，私たちは

いろいろな人々と話 を交わ しました。 多くの

人から神殿結婚のことについて尋ね られ， ま

た私 たちが述べた証に感謝されました。義理

の父か らは，このようなプログラム を計画 し

たこ とで礼 を言われました。「フランシーヌと

一緒に結婚式には出られなかったが
，もうそん

なことなどどうでもいい」と言って くれました。

リフレッシュメン トの後に，両親の故郷 ヨ

ー ロッパに古 くか ら伝 わる 「お礼ダンス」が

始 ま りました。このダンスは新郎新婦が最初

に踊 り，途中で新郎新婦の服にお礼 をピンで

留めた人が替って一緒に踊ることができると

いうダンスです。このダンスで も私たちはい

ろいろな友達 と話 をしました。彼らは皆， 口

口に私たちを愛 してお り，末 日聖徒であるこ

とは本 当にすばらしいことだと言っていました。

帰 りに，招待者のほ とん どはこれ まで出席

した披露宴の中でこの披露宴が一番すば らし

かったとほめて下 さいました。両親たちも満

足で，幸せ そうでした。

私たちは，披露宴 を家族や友人たちへの贈

り物 とすることに よって，すば らしい宝 を分

か ち合 うこ とができたと思 っています。それ

は彼 らに永遠の結婚や主の偉大な永遠の進歩

の計画につ いて少 しでも知 らせ ることができ

たか らです。

35



新 たな出発 鰭
欝

陶
}

＼

バヴゼイ ン ・パーク

，/

青 い動 ㍉ 私たちを乗せて田舎道を走って
行 きます。 この5年 間住み慣れた町が，

次第に小さ く後ろに消えてゆきます。私はふ

た りの妹 と，母の運転す る車に乗 りました。

その前 を，父の運転する トラックが，ベ ッ ド

やテーブル，古いピアノ，食器の入った箱や

洋服，それにいろいろな思い出を一杯積み込

んで走って行 きます。人口880人 の のどかな

町を去 って，26，000人 の大都市へ行 くのか と

思 うと，まった くうん ざりして しまいます。

当時12歳 の私 は，これから行 く見知 らぬ所に

は，あの田舎の新鮮な空気や親 しい友達の代

わりになるものは何 もない と思っていました。

さようなら，私の人生で最 も素晴らしい時よ。

私は，運命に逆 らわないで生 きていきます。

新 しい家に落ち着いてか らも，夏の間ずっ

と，私はレコー ドを聴いた り，本 を読んだ り，

懐 しい友達に手紙を書いた りして過 ごしまし

た。しか し，夏 も終わ りに近づ くにつれ，新

学期になって学校に行 くのが楽 しみになって

きました。それ もそのはず，新 しい学校には
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何 と，以前に住んでいた町の人口とほとんど

同じ位の生徒がいるのです。

9月 にな り，私は新 しい洋服 を着 ると，少

しこわばった笑み を浮かべて，校門を くぐり，

1時 間 目の授業に出ました。教室で席に着 く

と，前の席にすわっている女の子が くるりと

ふ りむいて， 自己紹介 をして くれ ました。私

は，少 しほっ としました。

時間がたつにつれ，この学校の生徒 も前の

友達 とそ う違 わないと思 うようにな りました。

みんな私 と同 じように歌が好 きですし，フッ

トボール も盛んです。算数のテス トはにが手

なようです し，寒いの も嫌いです。私はだん

だんみんなの中に入っていけるようにな り，

6年 になった ら前の学校に帰 ろうと考えてい

た計画 を捨ててしまいました。そ して学校の

ブ ラスバン ドに入って， クラリネ ットの練習

を始め ると，私 もこの学校の生徒 なのだと思
サ

うようにな り，何 とな く安心 した気持ちにな

りました。そんな時，後で もっと素晴らしい

グループに所属するようになるとは，想像 も



していませ んで した。

私は教会貝で したが，以前は家の裏にあっ

たプロテスタン ト教会へ通 っていました。近

くに支部はあ りませんでした し，一番近 いワ

ー ド部 でもかな り離れていたか らです。 とこ

ろが， こち らに引っ越 してきてか らは，末 日

聖徒イエス ・キリス ト教会の 日曜学校に行 く

ようになりました。 とて も大 きな教会で，そ

れに教会員 も親切で，私はみんなか ら大歓迎

を受けました。私はす ぐに，テレサ という女

の子 と仲良 しにな りました。ある日テレサは，

私 を ミューチ ャルに誘 って くれました。彼女

は ミューチャルについて説明 して くれ ました

が，説明 を聞いただけでは，それがどういう

ものなのか見当もつ きませ んで した。 ところ

が参加 してみてびっ くりしたことに， そこで

は，男の子 と女の子が一緒になって勉強 した

り楽 しい活動 をしたりしているのです。 こう

して，私は教会の活動に積極的に参加す るよ

うにな りました。 ミューチャルにも欠か さず

出席 しました。 ミューチャルは，いつ も，私

の心に温かい気持 ちを与えて くれました。そ

の頃，私には教会に対す る証があ りませんで

したので，教会に行 く理由 と言えば.友 達や

指導者が示 して くれ る愛 と友情 しかなかった

のです。しか し，私がそこで感 じた温か さが，

私 の人生 をよい方向に導 いて くれたのです。

そして今，私は教会に来ていない男の子や

女の子の名前 を聞 くたびに，彼 らも何かのき

っかけさえつかめば必ず教会に帰 って くる人

なんだ と思 うようにな りました。私 をいつ も

ミューチャルに誘 って くれた素晴らしい友，

テレサに心か ら感謝 しています。そして，ワ

ー ド部の活動に参加するよう勧めて くれたワ

ー ド部の温か い会員 たちに私は心 か ら感謝

しています。「また不活発な女の子か。どう し

て教会へ来 な い んだ ろう」 と言わずに，「彼

女，何ができるかな。何かやってもらお うよ」

と言 って くれたこ とに感謝 しています。

ミューチャルは，私 にた くさんのことを教

えて くれ ました。ファイアサ イ ド，ガールズ

キャンプ，パ ジャマ ・パーティー，そして永

遠の友達。中で も大切 なことは，私の心の中

に福音の証が芽生 え始めたこ と，若人の生活

に ミューチャルが いかに大 きな影響力を持 っ

ているか を知 るようになったことです。長い

間，私 は教会の不活発な会貝のひとりでした。

しか し，永遠に不活発で終わるこ とがなくて

本当によかったと思います。 こうしている今

も，私 たちが教会に誘 って くれるの を待って

いる不活発な会員たちがた くさんいるはずで

す。ハ ロル ド・B・ リー大管長は，かつて次

のようにおっしゃいました。「私たちが行なう

べ きことをしていれば，それで十分です。 私

は自分の経験か ら，そのために取 り立てて多

くの ことをす る必要がないこともよく知 って

います。」
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何 年 も前のこと・私が大阪を訪れた時・ 日

本人の教会指導者のひ とりから電話があ

り，相談にのってほ しいことがあると言 って

きた。私はその人をホテルの部屋 に招 き，話

に耳 を傾けた。彼は，私がこれ まで会った人

人の中でも最 も明晰な頭脳を持ち，知性あふ

れる人のひ とりであった。

彼は大学で科学のある特殊 な分野 を専攻 し，

卒業 して堅実 な会社に就職 していた。 ところ

が同じ卒業生 で，優秀な友人のひ とりが東京

優先順位を決め，それを絶えず検討し，

道に迷うことがないようにすることは，

私たちが身につけるべき最も大切なこと

一である
。

言うまでもなく，優先順位を決めるた

めには，目標がなければならない。優先

順位を決めることによって，その目標が

達成し易くなる。

のある成長株の会社で働 いていた。 この友人

が，最近 しば しば彼に仕事 を替わるように勧

めてきた。東京の会社の副社長 までも乗 り出

してきて彼 と会い， もし今仕事 を替わるな ら

ば，現在の3倍 か ら4倍 の給料 を払 うとまで

言って きたのである。

その要請に対 して彼はこう答えた。「もしも

私が大阪を去 り，そのために教会の職か ら解

任されることに，教会の役員の方が少 しで も

疑問を抱 くようであれば，あなたがい くら高

い給料 を払 うと約束 されても，私はそれをお

受 けするつ もりはあ りません。」すると副社長

はこう言った。「私はクリスチャンではあ りま

せ んし，あなたの教会がどういう教会なのか

も知 りませ ん。 しか し，私はあなたのような

方 を自分の会社にほ しいと思っています。」

彼は，教会の責任を解いて もらって，大阪

か ら東京に引っ越すべ きだろうか。言 うまで

もな く，彼のような人であれば，東京に行って

も十分，主に仕えることはできるはずである。

彼は東京に移った。しばらくして，私が東

京を訪れた時，再び彼か ら電話があった。私

たちはかな り長い時間話をした。その後彼は

仕事に大成功 を収め，経験 も積み，一流企業

の経営者たちを教育す る経営コンサルタント

として活躍 していた。仕事は多忙をきわめ，

収 入はよかった。しかし，彼は教会の責任 と家

族 の務め を十分に果たすことができなかった。

私は彼に， どうしなさいとは言わないが，

もしも彼が真の改宗者にな りたい と思ってい

るのな らちょうどよい聖句があると言って，

次の聖句を引用 した。「まず神の国と神の義 と

を求めなさい。そうすれば，これ らのものは，

すべて添 えて与えられるであろう。」(マ タイ

6：33)彼 は この聖句を聞いて，いささか心

に動揺を覚えたようで ある。 しか し，私はそ

のままこの友 人と別れた。

アメリカに帰って数週間後，私は彼か ら一

通の手紙 を受け取 った。その中に，彼が優先

順位 をはっきりと決め直 したことが書かれて

いた。彼はその会社 を辞めた。現在，彼が第

一 に考えているのは家族 と教会 であ り
，そ し

て第二が仕事 である。優先順位 を決め，それ

を絶 えず検討 し，道に迷 うことがないように

することは，私たちが身に付けるべ き最 も大

切 なことである。

言 うまでもなく，優先順位 を決め るために

は， 目標がなければならない。優先順位 を決

めることによって，その 目標が達成し易 くな
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る。皆さんはパイロットの話 を聞いたことが

あるか も知れない。あるパイロットが乗客に，

今ここに良い知 らせ と悪い知 らせのふたつが

あると発表 した。つ まり，良 い知 らせ とは，

飛行機は現在，時速1，000キ ロで飛行 中であ

ること。悪い知 らせ とは， どうも航路を間違

えたらしいということである。パイロットの

目標は，飛行機 を無事に目的地に到着 させ る

ことである。 しか し，彼は優先川頁位 をはっき

りと決めることができなか った。多 くの人が

これと同じような問題 を抱 えている。

先 日， とても美 しいひ とりの女性が両親 と

一緒に私の事務所にきた。良い家族に恵 まれ

ていながら道 を見失い，重大な問題を抱えて

いた。彼女はまだ結婚 もしていないのに妊娠

して しまい， どうすべ きか悩んでいたのであ

る。私には，彼女が苦 しみ悩んでいることが

よくわかった。 と同時に，この女性が主 を愛

していることもよく理解できた。 しかし，主

を愛する人は絶 えず主 と交わ り，主の戒め を

守る人であるとい うことを，彼女 は忘 れてい

たのである。彼女は一生懸命に自分 を抑 えて

いた。そして，私が主に祈 りましたか と尋ね

たとたんに，わっと泣 き出してしまった。

私たちが 日々，主 と交わること， さらに必

要ならばしば しば天父 と交流を持つ ことがい

かに大切かよ くおわか りいただけた と思 う。

天父は私たちの善 し悪 しに関係 な く，いつ も

私たちを愛 して下 さる。 しか し，天父が私 た

ちに祝福 を与 えて下さるか どうかは，私たち

がいかに努力し，行動するかにかかっている

のである。

毎月第1木 曜 日に，教会幹部はソル トレー

ク神殿の一室に集まって，大管長会の管理 の

下に会合を開 く。この集会に参加 して得 られ
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る，最 も霊感 あふれる経験のひ とつは，救 い

主の生涯の出来事 を描 いた3つ の絵を見るこ

とである。この3つ の絵は，大管長会が座 る

椅子の後方の壁に掛かっている。ひ とつは，

ガリラヤの海の岸辺に立つ救い主， もうひ と

つは十字架上の救 い主を描 いた ものである。

そして3枚 目の絵には，墓か らよみがえられ

たばか りの救い主の姿が描かれている。私は，

この3枚 目の復活された救い主の絵にいつ も

心 を奪 われる。

この絵の中で画家は， よみがえられた主の

み前に立つ人はどのような気持ちになるか を

描 こうとしているようである。救い主は真っ

直 ぐに立ち，愛らしい女性の顔 をにこやかに

や さしく見下ろ している。女性は うや うや し

く救い主の前にひざまずき，主 を拝す る思い



を顔全体 にただよわせて， じっと主の 目を見

上げている。

この ように救 い主に受 け入れられるにふ さ

わ しい状態になることが，すべての末 日聖徒

に とって最優先にすべ きことではないだろう

か。

そのために も，神殿結婚 をして シオンに住

む義 しい両親になることが重要 な目標になっ

て くる。この正義に基づいた永遠の家族 を築

くことは，私たちの最 も大切 な責任である。

主は，「生めよ，ふえよ，地に満ちよ」 と命 じ

られた。 また主は次のように も述べてお られ

る。「子供たちは神か ら賜わった嗣業であ り，

……矢の満ちた矢筒を持つ人はさいわいであ

る。」(詩 篇127：3，5)

今 日の社会には，サタン自身か らくる教 え

を説いている耳ざわ りな人々の声がある。彼

らは，男性 と女性が一緒に暮 らすには必ず し

も結婚 をする必要はない と唱えている。結婚

をしな くて も性的交わ りを持つ ことは，普通

に受け入れ られるべ き行為であるという。ま

た結婚 した夫婦は，ふた り以上の子供を持つ

べ きで なく，で きれば子供がいない方が よい

と教える。

ある立派な教会員の娘が，最近，両親に向

かってこう言った。「もうこれ以上，赤ちゃん

はいらないわ。」彼女は自分の家族の人数のこ

とで友達か らか らかわれたのである。その家

族には4人 の子供 たちがいた。そこで両親に

もうこれ以上赤ちゃんはいらないと言ったの

である。「矢の満 ちた矢筒」を持つ夫婦に，主

が どの ような約束を用意 しておられるか，私

にはわからない。しかし，主は，「子供たちは

神か ら賜わった嗣業」であると教えておられ

る。

皆 さんの中には， これから数年後に 自分の

家族 を持つ人 もいると思 う。義 しい家庭 を築

くこ とは， この世 で皆さんが受ける責任の中

で最 も大切な ものである。

また， もうひとつ優先すべ き事柄が，讃美

歌の歌詞にある。「来たれ予言者よりみことば

聞け」 という言葉である。今 日， この地上に，

主 と語 ることので きる生ける予言者がいるこ

とは何 という祝福であろうか。予言者が私た

ちに語 る時，それは主御 自身が語 るのと同じ

である。そ うであるとすれば，その言葉に従

う勇気 を持つ ことが肝要である。もし私たち

がただ聴 くだけで，従わなければ，聴 くこと

にどのような価値があるだろうか。

従順 についての偉大な教訓が列王紀下5：

1-14に 記 されている。
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「ス リヤ王の軍勢の長ナアマンはその主君

に重ん じられた有力な人であった。主がかつ

て彼を用いてス リヤに勝利を得させ られたか

らである。彼は大勇士 であったが， らい病 を

わずらっていた。」

ス リヤの王は， イスラエルの王が らい病 を

いやすことがで きると思い，王のもとにナア

マ ンを送った。 しか し，イスラエルの王はナ

アマンのらい病をいやすことができなかった。

エ リシャは王の心痛 を知 り，ナアマンを自分

のもとへ送るように申し出た。

「そこでナアマ ンは馬 と車 とを従えて きて
，

エ リシャの家の入口に立った。す るとエ リシ

ャは彼に使者 をつかわして言った，『あなたは

ヨルダンへ行って七たび身を洗いなさい。そ

うすれば，あなたの肉は もとにかえって清 く

なるで しょう』。」

ナアマ ンは怒った。応待があまりに も素 っ

気なかったか らである。ナアマ ンは 自分を侮

辱 していると思い，怒って去っていって しま

った。

「その時
， しもべ たちは彼に近 よって言 っ

た。『わが父よ，預言者があなたに，何か大 き

な事 をせ よと命 じても， あなたはそれをなさ

らなかったで しょうか。まして彼はあなたに

「身を洗って清 くなれ」 と言 うだけではあ り

ませんか』。

そこでナアマ ンは下って行 って，神の人の

言葉のように七たびヨルダンに身を浸す と，

その肉が もとにかえって幼な子の肉のように

なり，清 くなった。」

また，救い主 もこの従順 を学んで成長 され

たのである。

「彼は御子であられたに もかかわ らず
，さ

まざまの苦 しみによって従川頁を学び， そして，
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全 き者 とされたので，彼に従順 であるすべて

の人に対 して，永遠の救いの源 とな……られ

たのである。」(ヘ ブル5：8-9)

確 か に，従順は価値ある目標であり，この世

の生活で最 も優先すべ き事柄のひ とつである。

こっして考えてい くと，優先すべ き事柄は

限 りな くあるように思われる。 しか もどれひ

とつ として無視 できない大切な ものばか りで

ある。しか し， それらの多くは並行 して働 き

かけることができるものである。噛そのひとつ

に，ルカによる福音書の中で救い主が説かれ

た奉仕がある。

「す るとそこへ
，ある律法学者が現れ， イ

エスを試み ようとして言った，『先生，何 をし

たら永遠の生命が受け られましょうか』。彼に

言われた，『律法にはなん と書いてあるか，あ

なたはどう読むか』。彼は答えて言った，『心

をつ くし，精神 をつ くし，力 をつ くし，思 い

をつ くして，主なるあなたの神 を愛せ よ』。ま

た，「自分を愛す るように，あなたの隣 り人を

愛せ よ」 とあ ります』。

彼に言われた，『あなたの答は正 しい。その

とお り行 いなさい。そうすれば，いのちが得

られる』。」

それか らイエスは，強盗 に襲 われ，傷つ い

た人を助けた良 きサマ リヤ人の話 をして下 さ

った。祭司 とレビ人はこの傷つ いた人を見つ

けたが，そのまま通 り過 ぎて しまった。 しか

し，サマ リヤ人は彼を助け，必要な世話をし

た。 イエスはこの若い律法学者に再び尋ねて

おられる。

「『この三人の うち
，だれが強盗に襲われた

人の隣 り人になった と思 うか』。彼が言 った，

『その人に慈悲深い行いをした人です』
。そこ

でイエスは言われた，『あなたも行って同じよ



うにしなさい』。」

入に対する奉仕 こそ，真の末 日聖徒 の生活

を貫 く原則 とな らなければならない。そのほ

かに も，優先順位 を決め る上で，覚えておか

なければな らない多 くの原則がある。ここに，

そのすべて を挙げることはできないが，犠牲

もそのひとつである。

皆さんはすべての戒め を守 っていたが， 自

分の富だけは捨てることのできなかった若 い

役 人の話 を聖典 で読んだ ことがあると思 う。

「イエスはこれを聞いて言われた
，『あなた

のする事がまだ一つ残 っている。持っている

もの をみな売 り払 って，貧 しい人々に分けて

や りなさい。そ うすれば，天に宝 を持つ よう

になろ う。そして，わたしに従って きなさい』。

彼はこの言葉を聞いて非常に悲 しんだ。大

金持ちであったか らである。イエスは彼の様

子 を見て言われた，『財産のある者が神の国に

はいるのはなんとむずか しいことであろ う』。」

(ル カ18：22-24)

什分 の一 を納め，断食献金や ワー ド部管理

運営費を支払い，その他求め られ るものをす

べて捧げる人は，奉献の律法に従 う備 えを行

なっているのである。私は，私 たちの備えが

十分達成 された時に， この大いなる奉献の律

法が私 たちに与えられると堅 く信 じている。

現在，すでにその備 えができている人 もい

る。 しか し， まだまだ十分 ではない。

私はこの備えがで きているひ とりの女性 を

知 っている。彼女はある時，事故に遭い，夫

をな くした。それも2度 目の ことである。彼

女はまだこの不幸 な出来事か ら完全に立ち直

ってはいなかった。その上， これからひ とり

で育てていかなければな らない幼い子供たち

もいる。それで も，彼女は夫の死亡によって

受け取 った保険金の什分の一 を納めた。書記

のひとりが監督にこう言った。「教会 よりも，

彼女の方がこのお金をもっと必要 としている

はずです。監督， このお金は彼女に返すべき

ではないでしょうか。」

監督は私に尋ねてきた。私は次のように監

督に問い返 した。「その姉妹には什分の一を納

め るこ とによって得られる祝福以上に何か必

要な ものがあるでしょうか。」

この若い母親の信仰 と献身に対 して，主が

どのよ うに天の窓 を開いて下さるか ご想像 い

ただ きたい。

私は，教会の若人が持 っている活力のこと

を思い，その活力 を義 しい望み を持つように

導いてい くことの重要性 について考 える時，

いつ も胸の高鳴 りを止めることができない。

私 は神が生 きておられることを知 っている。

一点の疑いもな くその ことを知っている
。イ

エス ・キ リス トは神の御子であ り，御父 と御

子は14歳 の少年 ジョセブ ・ス ミスに現 われた

もうた。そして，この偉：大な示現の後，数年

間， ジ ョセブ ・ス ミス は福音 を自ら学び，祈

り， しか も自分の使命について教えと導 きを

受けた。このようなことは，皆 さんの身の上

に も起 こり得ることである。 もし私たちが自

分の創造された目的を完全に満たそうと思 う

ならば， 自己を訓練 し， 自分を鍛練する方法

を学ばなければな らない。

この 自己訓練 を達成する上 で，最 も大切 な

のが優先順位 を決めることである。 しか もそ

の優先順位の中で，最優先に しなければなら

ないのが， まず第一に神の国を求め るとい う

ことである。
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地域 へ の メ ッセ ー ジ

100%の ホ ー ム テ ィ ー チ ン グ

オ ース トラ リア の奇 跡

日本韓国地域代表役員

菊 地 良 彦

十二使徒評議員会エ ズラ ・タフ ト・ベ ンソ

ン会長の指示 を受けて，オース トラ リアのブ

リスベー ン市 を訪れたのは，2月16日 ，南半

球は真夏の最中でした。ブ リスベーンは町並

が とて も美 しく，オー ス トラ リアの中で も特

に根強 く英国の古い風習が残っている市です。

ブリスベーン ・ステーキ部は，18年 前，スペ

ンサー ・W・ キンボール長老によ り設立 され，

2年 前にブ リスベー ンとブ リスベーン南ステ

ー キ部に分割 されたばか りです
。

私がこの地で見た奇跡は， ホームテ ィーチ

ングを90～95%達 成 していることでした。2

年 前の分割当時は，20%前 後 しかなかったの

です。 ところが新 しく召されたブ リスベー ン

南ステーキ部のラルフ ・B・ オースステー キ

部長は，第1に ，全会員に大管長のメッセー

ジを伝 えること，第2に 教会員を完全に守護

すること(教 義 と聖約20二42参 照)を 考えま
『した
。そのためには，神様に聖め られた神権

者が 「各家庭 を訪れ，彼 らが声を挙げて も，

ひそかにても祈 りをなし， またすべて家庭の

務めにいそ しむよう」(教義 と聖約20：47)に

教 えることであると決心 したのです。つ まり

お休み会員も含めて，教会員を全貝守護 し，

訪問しようと決心 をしたのでした。

兄弟たちは，頽廃的ムー ドを一掃 し，ステ

ーキ部の全教会貝を救 うため
，「100%の ホー

ムテ ィーチングをす る」 と決心 をしたのです。

そしてステーキ部の分割時に訪問された十二

使徒 のデ ビッ ド・B・ ヘ イ ト長老 と地域代表

役員ロー レン ・C・ ダン長老の勧告 を完全に

達成 しようと決心 したのでした。

100%の ホームティーチング，新会 員の守

護，お休み会員への訪問というステーキ部の決

定を監督 も支持 し，それか ら3ヵ 月後に.は100

%を 達 成することができました。霊気は全 ス

テーキ部にみなぎり， さらにこの奇跡は拡が

り，地域全体に行 きわた りました。現在，地

域では85%か ら90%平 均 の訪問率 となってい

ます。2年 前はわずか20%の 訪 問率 しかなか

ったのです。

ステーキ部長は，この計画 を推 し進めてか

ら1カ 月でステーキ部全体 を覆っていた惰気は

消え失せ，「張 りつめた空気」と 「さわやか な

気風」，「霊気」が全役員にみな ぎり始めた と

言っていました。ステーキ・部長会，監督会，

神権役員たちは，頭 をつかって今までよりも

10倍 以上 も働 きました。そ して教会員には3

倍 か ら4倍 働 くように頼んだのでした。神権

者は， ステーキ・部長のチャレンジに熱心に応
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えました。失敗 を恐れず，力の限 りを尽 くし

て働 き，神様 の助 けを受けて，能 力と時間 を

最大限に発揮 したのでした。

次にこのブ リスベー ン南ステーキ部が行な

った事柄の要点 を箇条書きに してみ たい と思

います。

1.全 神権者 をホーム ・テ ィーチャー とし

て召す。

・全家族にホーム ・ティーチャー を割 り

当て た。

・中には担当家族 を30も 受け持 った人が

いた。

・最初の月はできるだけ 多く訪 問するよ

うにした。

・独身成人プログラム(SAP)の 家庭の夕

べのグループ もホームティーチ ングに

活用 した。

・専任宣教師や， ステーキ部宣教師など

宣教師 も訪問できるように調整 した。

(会 員 と訪問す る場合，訪問件数 とみ

なす)

・神権個人面接 を必ず行なった。

・最初は質よ りも量 を優先 した。

22カ 月目に第一次の分割 を行なう。

・教会員 を訓練 し，ホーム ・テ ィーチャ

ーに召 した
。

・担当家族数が30か ら15に な るように分

割 した。

・活発化 された兄弟 をどしどしホームテ

ィーチャーに召 した。

・お休み会員に も積極的に働 きかけ， こ

ちらか ら頼んでホームテ ィーチャーに

召した。

・ステー キ部長会，高等評議員， ワー ド

部の神権役員たちは割 り当ての200%

～300%の 数 を訪問した
。

3.3カ 月 目， 第二次分割 を行 なう。

・担 当家族数が15か ら7に なるように分

割 した。

44カ 月 目，第三次分割 を行 なう。

・担当家族数が7～8か ら4～5に なる

こっして沈滞ムー ドは2，

一掃 され，見る見るうちに活気あふれ るステ

ーキ部が誕生 したのです。奉仕 と祝福，さら

に輝か しい希望が全体 にみなぎり，失敗をお

それずに，力の限 り働いて，一人一人の神権

者が 「霊感 と時間 と才能」を十二分に発揮 し

て達成 した100%の ホームティーチングで した。

先 日， 日本を訪問された十二使徒のひ とり，

デ ビッド・B・ ヘイ ト長老は次のような提案

をして下 さいました。

ように分割 した。

55カ 月目は第四次分割 を行った。

・全神権者が2～3の 担当家族 を受け持

つ ようになった。
'3カ 月で完全に

1.

2.

3。

4.

私は，

非実行で きるようにしたいと思います。神の

王国が大 きく発展 し， 多くの人々に救いと昇

栄 をもたらす神のみ業が推 し進められるよう

に祈っています。

バプテスマを受けた18歳 以上の男性は

すべて次の 日曜 日に祭司に按手聖任す

べきである。

メルケゼデ ク神権の誓詞 と誓約 を受け

入れるこ とので きる18歳 以上の男子会

員はすべて5～6週 間以内でも資格が

あるならば， メルケゼデ ク神権 を与 え

るべ きである。

神権者はす ぐにホームティーチャーに

召 して訓練する。

教会，特に定貝会で責任 を一つ与える

ようにす る。

日本 と韓国の地域で以上の提案 を是

「汝 らも し， 日の栄の世 界に一 つの所を得ん こと

をわれ に願わ ば，わが命 して汝 らに求むると ころ

を行いてその備 えを為さざるべか らず 。……(「教

義iと聖約78：7)

「およそ，すべ てを感謝 して受 くる者には栄光を

与え られん 。而 して， この世のもの もまた彼に加

えらるる ことす なわち百倍よ りも 多からん……」

(教義 と聖 約78：19)
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改組 された

七十人第一

蕪

盈
定 員 会会 長 会 フラン諺 ζ鞍J'㌧ 済 瓠 ズ ニ;筋 会ら・ル

醗"N職

華

竃 ド

カ ー ロ ス ・E・

エ イ シ ー

鱗
牌灘

万 獲

M・ ラ ッ セ ル ・1デ ィ ー ン ・L・ ロ イ デ ン ・G・

バ ラ ー ド ・ジ ュ ニ ア ラ ー セ ン デ リ ッ ク

大 管 長 会 は1980年2月22日 ， 七 十 人 第一 定

員 会 会 長 会 の 改 組 を 発 表 し ま し た 。

こ の 改 組 に よ っ て7伝 道 ， カ リ キ ュ ラ ム ，

神 権 ， 系 図 の 各 部 門 の 管 理 が 七 十 人 第 一 定 員

会 会 長 会 に 委 ね られ ， 権 威 の 系 統 が 強 化 され ，

教 会 本 部 の 管 理 が 一 層 効 果 的 に 推 進 され る こ

とに な り ま し た 。

新 し く会 長 会 の 一 員 と し て ， 召 さ れ た の は ，

カ ー ロ ス ・E・ エ イ シー 長 老(伝 道 部 門 管 理

デ ィ レ ク ター)，M・ ラ ッセ ル ・バ ラー ド ・ジ

ュ ニ ア 長 老(カ リキ・ユ ラ ム 部 門管 理 デ ィ レ ク

タ ー)， デ ィー ン ・L・ ラー セ ン 長 老(神 権 部

門 管 理 デ ィ レ ク ター)， ロ イ デ ン ・G・ デ リ ッ

ク長 老(系 図 部 門 管 理 デ ィ レ ク ター)の4名

の 長 老 た ち で す 。

ま た ， 会 長 会 か ら解 任 さ れ た 次 の4名 の 方

方 は ， 定 員 会 会 員 と し て ， ほ か の 責 任 に 召 さ

れ ま した 。

A・ セ オ ドア ・タ トル 長 老 。 タ トル 長 老 は

現 在 ，プ ロ ボ 神 殿 の 神 殿 長 と して 働 いて い ます 。

マ リ オ ン ・D・ ハ ン ク ス 長 老 。 ハ ン ク ス 長

老 は7月1日 付 を も っ て ジ ェ イ コ ブ ・デ ィ エ

ガー 長 老 に 替 り， 香 港 に 本 部 を 置 く東 南 ア ジ

ア ・フ ィ リ ピ ン 地 域 の 代 表 役 員 に 就 任 し ま す 。

デ ィエ ガ ー 長 老 は ソ ル トレ ー ク ・シ テ ィー に

帰 任 し ま す 。

ポ ー ル ・H・ ダ ン長 老。 ダ ン ・長 老 は ロ バ ー

ト ・L・ シ ン プ ソ ン長 老 に 替 っ て ， ユ タ州 ソ

ル トレー ク ・シ テ ィー 地 域 の 代 表 役 貝 に 任 命

さ れ ま した 。 シ ン プ ソ ン長 老 は ， 先 頃 ， ロ サ

ン ゼ ル ス 神 殿 の 神 殿 長 に 任 命 され ま した 。

W・ グ ラ ン ト ・バ ン ガー タ ー 長 老 。 バ ン ガ

ー ター 長 老 は新 し く組 織 され た ユ タ州 ソ ル ト

レ ー ク ・シ テ ィー 南 地 域 の 代 表 役 員 に 任 命 さ

れ ま し た 。

そ の 他 の 七 十 人 第 一 定 員 会 会 長 会 ， フ ラ ン

ク リン ・D・ リチ ャ ー ズ 長 老 ，J・ トー マ ス ・

ファイア ンズ長老，ニール ・A・ マ ックヌ、ウ

エル長老は今後 も引き続き会長会の一員とし

て責任を果たします。

大管長会はまた，会長会の組織の変更と相

まって，定員会会員の担当の変更 も発表 しま

した。

ロバー ト・D・ ヘイルズ長老。7月1日 付

でセオ ドア ・M・ バー トン長老に替って， ヨ

ーロッパ地域の代表役員に就任 します。バー

トン長老は ソル トレー ク ・シティーに帰 り，

教会のほかの責任に召される予定です。

ジェーム ズ ・M・ パラモア長老。パ ラモア

長老は7月1日 付をもって，ヘ イルズ長 老の

後を継いでヨーロッパ西部地域の代表役員に

就任 します。

F・ エンツィオ ・ブッシェ長老。同じく7

月1日 付をもって，パラモア長老の後を継 い

で， ヨーロッパ北西部地域の代表役員に就任

します。

七十人第一定員会会員は，十二使徒評議員

会の指導の下に，教会の教義に従 って，「教会

を設立 し， またよろずの国民に於ける教会の

あらゆる事務 を整理する」(教 義 と聖約107：

34)責 任があ ります。

現：在，七十人第一定員会会員は42名 いて，

カ リキュラムや系図，歴史記録，伝道，神権，

神殿の各部門， さらに 日曜学校や若い男性 の

会長会な ど，教会本部における主要な部門の

管理デ ィレクターや実務デ ィレクター として

奉仕 しています。

このほかに も，七十人は全世 界の各地域 の

代表役員 としての責任 も持っています。現在

地域の代表役員として，合衆国以外に在住 し

ている七十 人が12名 います。

さらに，7名 の七十人第一定員会名誉会員

がいます。
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た。大会閉会後 もそれぞれのレー ス展開 を思

い巡 らす選手達。｢あ そこでもう少 しスパー ト

かけたかったな｣｢あ の兄弟遠 くか ら来たんだ

ってね,で も一緒に走っていて楽 しかったよ｣

な どの話が飛びかいました。

｢来 た時よ りも美 しく｣の キャッチフレー

ズで閉会後に行われたクリー ンキャンペーン

も好評で,九 州各地から集って下 さった沢 山の

家族の方々 も充分に楽しんで頂けた休 日とな

ったようです。(日本福岡ステー キ部広報担 当)

団体三位 東京ステーキ･部

教会員個 人の部

(20km)

優 勝 江部 仁 東京 ステーキ部

1時 間13分48秒.

2位 藤 本敏男 岡山伝道部

1時 間16分30秒

3位 福 島義夫 名古屋ステーキ部

1時 間25分00秒

別 記

団体優勝 名古屋ステーキ部

団体二位 福岡ステーキ部

(IOkm)

優 勝 藤原 浩 福岡ステー キ部

41分05秒

証(あ か し)

主の恵みと喜びを

ひとりでも多くの人
夫婦で伝道

このたび,日 本仙台伝道部 に専任宣教師 として召された広島支部出身の西

原兄弟姉妹。 おふたりは日本で夫婦 と して召 された最初の宣教師です。

かつてお子 さんを伝道 に出され,さ らに今ご夫婦でその業に励 まれる姿に

は,ほ んとうにうるわ しいものがあ ります。

伝道にあたって,そ の決意のほ どをおふたりに証 していただきました。

私がバプテスマ を受 けましたのは,今 か ら

約24年 前のことです。その当時,日 本人宣教

師はほ とんどいませんでしたが,私 はいつ も

アメ リカ人の宣教師を見ては,頭 の下 る思い

がしました。 日本語の勉強をしなが ら,神 様

のすばらしいメッセー ジを宣べ伝 えようと全

身全霊 をもって働いておられる姿 を見て,私

たちは,自 分の子供 も是非伝道に出 したい と

思 うようにな りました.。それから一生懸命努

力 し.て,や っとふたりの子供 を伝道に出す こ.

とがで きました。

ふたりの子供が伝道 を終 え,そ れぞれひ と

り立ちできるようになると,今 度は 自分たち
り

が伝道に出たいという気持 ちが強 く生 じて き
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